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は
じ
め
に

　

安
政
六
年
～
万
延
元
年
（
一
八
五
九
～
一
八
六
〇
）
は
二
度
の
改
鋳
が
行
わ
れ
、

そ
の
直
前
に
は
金
銀
貨
へ
の
増
歩
が
伴
っ
た
。
安
政
六
年
は
国
外
へ
金
貨
が
流
出

し
、
国
内
は
洋
銀
忌
避
と
洋
銀
と
一
分
銀
の
両
替
渋
滞
も
起
き
る
。
同
七
年
は
天

保
金
安
政
金
の
増
歩
通
用
で
引
替
要
求
熱
が
江
戸
の
金
融
街
を
席
巻
し
、
銀
座
で

は
洋
銀
に
極
印
が
打
た
れ
且
つ
江
戸
本
両
替
仲
間
（
以
下
、
本
両
替
と
記
す
）
で

の
洋
銀
引
替
も
開
始
さ
れ
た
。
年
号
が
万
延
元
年
へ
変
更
さ
れ
た
後
に
は
江
戸
で

天
保
金
と
万
延
金
と
の
引
替
騒
動
へ
発
展
し
、
そ
の
騒
動
の
最
中
に
洋
銀
の
引
替

停
止
と
時
相
場
へ
の
移
行
、
安
政
一
分
銀
の
通
用
価
値
切
り
下
げ
の
浮
説
も
呼
び

両
替
騒
動
も
併
発
し
て
い
っ
た
。

　

洋
銀
の
研
究
に
は
、
洋
銀
が
日
本
の
幣
制
に
影
響
を
与
え
、
事
実
上
本
位
貨
幣

の
一
円
銀
貨
の
基
礎
と
も
な
り
、
洋
銀
相
場
は
貿
易
で
の
取
引
需
要
で
変
動
す

る
現
銀
外
国
為
替
に
な
っ
た
と
も
述
べ
る（

１
）。
ま
ず
国
内
で
の
洋
銀
の
銀
目
評
価
の

理
由
は
、
洋
銀
四
五
匁
と
金
一
両
＝
銀
六
〇
匁
の
関
係
と
そ
の
後
に
関
し
、
洋
銀

四
五
匁
定
は
洋
銀
一
枚
を
一
分
銀
三
個
替
の
交
換
比
率
は
同
種
同
量
原
則
で
の
交

換
比
率
で
あ
り
、
こ
れ
を
銀
目
で
表
す
と
銀
四
五
匁
の
値
に
な
る
（
洋
銀
一
ド
ル

＝
一
分
銀
三
個
＝
三
／
四
両
＝
銀
目
四
五
匁
）。
洋
銀
の
日
本
貨
幣
で
の
価
格
を

計
算
貨
幣
化
し
た
銀
目
に
よ
り
表
示
し
、
金
一
両
は
銀
目
で
六
〇
目
と
し
て
表

し
、
そ
れ
と
洋
銀
と
の
交
換
比
率
を
表
す
よ
う
に
な
る
。
洋
銀
と
一
分
銀
の
交

天
保
金
と
安
政
一
分
銀
の
引
替
騒
動

︱
洋
銀
流
入
の
衝
撃
︱

須
　
賀
　
博
　
樹
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換
比
率
は
初
め
銀
量
比
較
に
よ
る
両
替
だ
っ
た
が
、
文
久
年
間
（
一
八
六
一
～

一
八
六
四
）
に
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
洋
銀
建
取
引
が
出
て
洋
銀
が
貿
易
通
貨
に
な

る
と
、
洋
銀
に
対
す
る
取
引
需
要
が
変
動
す
る
に
つ
れ
洋
銀
相
場
は
銀
目
四
五
匁

（
一
分
銀
三
個
替
）
か
ら
離
れ
て
変
動
し
た
。
横
浜
開
港
当
時
か
ら
銀
目
三
六
匁

内
外
だ
っ
た
が
、
洋
銀
相
場
を
表
示
す
る
際
に
は
丁
銀
の
相
場
を
ほ
と
ん
ど
反
映

す
る
こ
と
な
く
、
金
一
両
を
銀
六
〇
目
と
称
し
、
こ
の
銀
目
に
よ
り
貿
易
通
貨
と

し
て
の
洋
銀
と
一
分
銀
と
の
市
場
交
換
比
率
を
表
示
し
た（

２
）。

　

洋
銀
関
連
で
従
来
の
日
本
金
貨
流
出
推
計
研
究
へ
の
批
判
、
幕
末
横
浜
洋
銀
相

場
分
析
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
に
よ
り
日
英
・
日
米
で
の
実
質
為
替
レ
ー
ト

分
析
を
行
う
髙
橋
秀
悦
の
研
究
も
あ
る
。
天
保
金
安
政
金
の
増
歩
通
用
か
ら
万
延

小
判
・
万
延
二
分
判
発
行
の
経
済
的
影
響
に
関
し
、
天
保
金
安
政
金
の
増
歩
通
用

を
「
金
融
資
産
革
命
」
と
位
置
づ
け
、
当
初
東
日
本
で
資
産
効
果
、
西
日
本
で
逆

資
産
効
果
が
作
用
し
た
と
指
摘
す
る（

３
）。

確
か
に
幕
末
西
日
本
で
は
銀
目
単
位
を
計

算
上
用
い
た
が
、
計
数
金
銀
貨
の
保
有
・
退
蔵
を
考
慮
す
る
と
相
当
な
金
貨
経
済

圏
と
筆
者
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
資
産
効
果
の
点
で
は
江
戸
は
金
貨
引
替
開

始
で
著
し
く
す
ぐ
発
生
し
た
が
、
大
坂
・
京
都
で
も
江
戸
の
翌
年
に
金
貨
引
替
は

始
ま
り
資
産
効
果
は
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

次
に
幕
府
と
ハ
リ
ス
と
の
貨
幣
交
渉
史
料
は
「
幕
末
外
国
関
係
文
書
」
を
基
本

と
し
て
い
る
が（

４
）、
田
谷
博
吉
は
安
政
六
年
五
～
一
二
月
の
安
政
の
改
鋳
と
洋
銀
通

用
問
題
を
銀
座
「
御
用
留
便
覧
」
も
含
め
て
明
ら
か
に
し
た
。「
洋
銀
一
分
（
安

政
一
分
銀
）
の
鋳
造
と
な
り
、
八
月
一
三
日
に
そ
の
通
用
を
触
れ
た
が
、
つ
い
で

ま
た
ハ
リ
ス
は
洋
銀
を
国
内
に
通
用
さ
せ
る
手
段
と
し
て
洋
銀
に
三
分
通
用
の
極

印
を
打
つ
こ
と
を
勧
告
し
た
。
幕
府
は
一
二
月
二
八
日
、
ハ
リ
ス
の
勧
告
を
入
れ

て
洋
銀
へ
の
『
改
三
分
定
』
極
印
打
を
布
告
し
た
」
と
述
べ
る
が（

５
）、

銀
座
そ
し
て

本
両
替
で
の
洋
銀
の
交
渉
と
取
扱
い
が
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ハ
リ
ス
の
勧
告
か

ら
極
印
を
打
っ
た
洋
銀
が
誕
生
し
た
か
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
両

替
か
ら
銀
座
へ
の
要
求
か
ら
も
検
証
す
べ
き
点
で
あ
り
、
本
両
替
で
の
洋
銀
量
目

改
め
か
ら
極
印
問
題
が
発
生
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

史
料
発
掘
に
よ
る
洋
銀
研
究
は
、
木
村
晴
寿
に
よ
る
田
中
平
八
（
糸
平
）
の
経

営
史
料
の
研
究
で
洋
銀
を
め
ぐ
る
各
商
人
経
営
動
向
の
研
究
は
ほ
ぼ
皆
無
と
指
摘

す
る（

６
）。

特
に
初
期
の
洋
銀
相
場
は
情
報
も
少
な
く
、
研
究
史
で
も
従
来
の
踏
襲
が

続
い
て
い
る
と
筆
者
も
考
え
る
と
こ
ろ
で
、
売
込
商
関
連
の
史
料
発
掘
か
ら
洋
銀

研
究
の
増
加
が
望
ま
れ
る
。

　

従
来
の
研
究
は
幕
府
側
の
対
外
交
渉
史
料
に
重
心
が
置
か
れ
、
金
貨
流
出
と
も

関
連
し
外
国
側
か
ら
幕
府
へ
の
洋
銀
引
替
要
求
、
打
開
策
と
し
て
ハ
リ
ス
が
洋
銀

に
極
印
を
打
つ
こ
と
を
勧
告
し
幕
府
が
そ
れ
を
容
れ
た
と
す
る
流
れ
が
多
い
。
洋

銀
を
国
内
要
因
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
両
替
史
料
の
検
証
が

必
要
と
さ
れ
る
。『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一　

資
料
篇（

７
））』
は
、三
井
組
「
諸

事
控
」
や
播
磨
屋
中
井
両
替
店
（
以
下
、
中
井
と
記
す
）
の
日
記（

８
）よ
り
採
録
さ
れ

て
い
る
が
、
採
録
以
外
の
部
分
や
三
井
組
側
と
中
井
側
の
記
事
の
有
無
で
史
料
批

判
を
要
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
本
稿
の
目
的
は
次
の
三
点
に
な
る
。
①
本
両
替
が

洋
銀
に
関
し
、
忌
避
の
強
い
国
内
で
一
般
的
受
容
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
極
印
や

切
賃
と
い
う
手
段
を
示
し
な
が
ら
、
銀
座
で
の
洋
銀
両
替
か
ら
引
替
所
で
の
洋
銀

引
替
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。②
万
延
元
年
の
江
戸
で
の
金
銀
貨
引
替
騒
動
は
、
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国
外
へ
の
金
貨
流
出
の
衝
撃
よ
り
存
在
が
薄
い
。
確
か
に
、
天
保
金
増
歩
と
い
う

切
り
上
げ
で
の
引
替
騒
動
は
『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』『
図
録
日
本
の

貨
幣
４
』
で
も
紹
介
し
て
い
る
が（

９
）、

洋
銀
と
安
政
一
分
銀
と
の
関
係
や
価
値
切
り

下
げ
に
は
言
及
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
国
内
の
金
貨
切
り
上
げ
と
銀
貨
切
り
下
げ

を
、
関
連
性
と
同
時
性
を
踏
ま
え
て
二
つ
の
騒
動
を
位
置
づ
け
る
。
③
洋
銀
相
場

研
究
は
文
久
二
年
以
降
が
中
心
で
そ
れ
以
前
は
情
報
に
著
し
く
欠
け
る
が
、
初
期

洋
銀
相
場
に
関
し
生
糸
売
込
商
の
史
料
か
ら
相
場
算
出
を
試
み
る
。

　

尚
用
語
に
つ
い
て
、
史
料
中
の
大
白
は
一
分
銀
（
新
は
安
政
・
古
は
天
保
）
対

し
て
小
白
は
嘉
永
一
朱
銀
を
、
赤
は
二
朱
金
・
中
は
二
分
判
を
指
す
。
引
用
史
料

は
江
戸
三
井
組
「
諸
事
控
」（
三
四
番
）
が
中
心
だ
が
引
用
が
単
独
の
場
合
は
注

記
し
な
い
（
他
と
の
併
記
の
場
合
「
諸
事
控
」
と
記
す
）。
中
井
で
は
、
安
政
六

年
「
改
五
拾
八
番
日
記
」（「
改
五
拾
八
番
日
記
」
と
記
す
）、
万
延
元
年
「
改
五

拾
九
番
日
記
」（「
改
五
拾
九
番
日
記
」
と
記
す
）、
安
政
七
年
～
明
治
三
年
「
両

替
方
九
番
日
記
」（「
両
替
方
九
番
日
記
」
と
記
す
）
で
あ
る（

（1
（

。

一　

安
政
六
年
の
洋
銀
通
用
問
題

１　

江
戸
本
両
替
と
洋
銀
通
用
へ
の
試
み

　

幕
府
は
安
政
二
朱
銀
の
通
用
を
外
国
側
の
強
い
抗
議
で
断
念
し
た
が
、
中
井
で

は
「
当
未
年
金
銀
引
替
相
場
高
下
控
附
洋
銀
共（

（1
（

」
に
「
此
弐
朱
判
御
吹
出
間
も
な

く
止
ニ
相
成
、
是
ヲ
横
浜
南
鐐
与
あ
ざ
名
申
候
、
別
段
通
用
止
の
御
触
無
之
」
と

記
し
、
異
称
は
横
浜
南
鐐
、
す
ぐ
通
用
停
止
に
な
り
そ
の
正
式
な
触
書
も
無
か
っ

た
と
述
べ
る
。
江
戸
で
は
六
月
二
三
日
に
「
当
分
之
内
外
国
銀
ト
ル
ラ
ル
与
唱
候

目
方
七
匁
弐
分
之
銀
壱
ツ
与
、
壱
分
銀
三
ツ
与
取
遣
可
致
通
用
候（

（1
（

」
と
触
れ
出
さ

れ
、
当
分
は
洋
銀
で
量
目
七
・
二
匁
の
一
枚
は
量
目
六
・
九
匁
の
一
分
銀
三
個
換
え

で
通
用
す
る
と
し
た
。
洋
銀
の
量
目
が
一
定
し
て
い
な
い
問
題
も
あ
る
が
、
重
量

上
一
分
銀
側
の
〇
・
三
匁
損
が
日
本
で
の
洋
銀
忌
避
に
影
を
落
し
た
。
中
井
で
も

「
素
よ
り
壱
分
銀
与
量
目
掛
合
ニ
而
者
御
不
益
ニ
付
（
中
略
）
乍
商
民
歯
が
み
ヲ

成
ス
の
時
合
残
念
至
極（

（1
（

」
と
あ
り
、
一
分
銀
側
の
量
目
上
の
損
は
商
人
と
し
て
も

悔
し
く
残
念
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
肝
心
の
洋
銀
を
一
分
銀
へ
換
え
る
主
体
は

誰
か
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

七
月
二
八
日
触
書
に
「
ト
ル
ラ
ル
銀
目
方
異
同
有
之
一
定
不
致
、
数
而
已
を
以

て
引
替
差
支
候
哉
ニ
相
聞
候
間
、
壱
分
銀
与
量
目
掛
合
之
上
取
引
可
致
」
と
あ
り

洋
銀
は
量
目
の
差
異
が
あ
り
一
定
で
な
い
た
め
、
個
数
で
の
引
き
替
え
は
支
障
が

あ
る
た
め
、
一
分
銀
と
量
目
を
掛
合
し
て
取
引
す
る
よ
う
出
さ
れ
た
。
翌
二
九
日

触
書
に
は
洋
銀
取
引
の
際
に
「
御
国
壱
分
銀
恰
好
よ
り
少
々
小
振
之
品
ヲ
取
交
相

渡
候
」
と
あ
り（

（1
（

、
洋
銀
の
量
目
不
安
定
に
対
し
日
本
商
人
が
小
ぶ
り
の
一
分
銀
を

混
ぜ
て
渡
し
、
重
量
上
の
損
を
避
け
る
行
動
に
出
て
い
た
。

　

七
月
二
八
日
触
書
は
「
過
日
一
分
銀
三
ツ
換
候
御
触
と
ハ
意
味
合
相
違
い
た
し

候
」
と
本
両
替
で
物
議
を
醸
し
、
洋
銀
は
一
分
銀
三
個
換
え
の
六
月
二
三
日
御
触

と
意
味
合
い
も
違
う
た
め
、
本
両
替
で
相
談
し
て
八
月
三
日
に
は
三
組
番
組
行
司

と
共
に
江
戸
町
奉
行
所
南
御
番
所（

（1
（

へ
赴
き
口
達
で
伺
い
、
荒
増
を
次
の
「
書（
朱
字
）面
大

略
」
に
記
し
て
い
る
。
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此
度
之
御
触
ニ
而
者
ト
ル
ラ
ル
目
方
七
匁
弐
分
、
壱
分
銀
三
ツ
之
目
方
六
匁

九
分
掛
合
セ
候
節
ハ
三
分
ト
ル
ラ
ル
之
方
重
く
右
三
分
丈
ヶ
壱
分
銀
ニ
添
遣

シ
候
哉
、
又
者
七
匁
弐
分
之
分
ヲ
壱
分
銀
三
ツ
ニ
両
替
い
た
し
、
夫
よ
り
過

不
足
有
之
ハ
右
ニ
准
シ
両
替
可
仕
哉
心
得
方
奉
伺
と
認
メ
ル

　

洋
銀
が
〇
・
三
匁
重
い
た
め
そ
の
分
を
一
分
銀
に
加
え
る
か
、
洋
銀
七
・
二
匁
を

一
分
銀
三
枚
へ
両
替
し
て
過
不
足
が
あ
れ
ば
右
に
准
じ
て
両
替
す
べ
き
か
、
心
得

を
伺
っ
て
い
る
。
そ
の
心
得
で
は
一
分
銀
三
枚
に
、
八
月
四
日
よ
り
銀
一
・
九
五

匁
余
、
同
六
日
よ
り
一
・
八
七
二
匁
を
加
え
、
更
に
洋
銀
一
枚
の
切
賃
が
買
取
で

三
匁
を
両
替
商
が
受
け
取
り
、
売
渡
で
一
匁
を
両
替
商
が
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

そ
の
た
め
、
七
・
二
匁
洋
銀
一
枚
は
、
四
日
よ
り
代
金
三
分
と
銀
一
・
九
五
匁
余
、

六
日
よ
り
代
金
三
分
と
銀
一
・
八
七
二
匁
へ
両
替
し
、
且
つ
切
賃
が
買
取
で
三
匁

受
取
・
売
渡
で
一
匁
支
払
と
決
ま
る
。

　

本
両
替
屋
行
事
に
よ
る
「
八（

朱
字
）月

五
日
差
出
し
申
候
書
面
」
に
は
、
見
馴
れ
な
い

洋
銀
を
国
内
貨
幣
へ
転
化
さ
せ
る
べ
く
先
の
南
鐐
二
朱
銀
の
例
を
示
し
て
講
じ
て

い
る
。外

国
銀
通
用
被
仰
出
候
処
、
見
馴
不
申
故
歟
商
人
手
許
へ
外
国
銀
立
廻
り
候

得
者
御
国
金
銀
与
引
替
所
持
い
た
し
候
人
気
ニ
付
、
外
国
銀
者
両
替
屋
方
江

而
已
相
集
り
両
替
や
方
ゟ
外
国
銀
出
方
無
之
、
終
ニ
両
替
差
支
候
場
合
ニ
至

り
可
申
与
深
ク
心
痛
仕
、
私
共
相
談
仕
候
処
、
安
永
度
南
鐐
弐
朱
判
御
吹
立

之
砌
南
鐐
ヲ
嫌
ひ
候
人
気
ニ
而
通
用
不
宜
、
其
頃
割
差
与
唱
江
歩
合
ニ
而
南

鐐
弐
朱
判
取
交
両
替
致
、
切
賃
之
儀
者
弐
朱
判
素
人
へ
売
渡
候
節
者
金
壱
両

ニ
付
銀
四
分
両
替
屋
よ
り
差
出
し
、
両
替
屋
江
素
人
ゟ
買
取
候
砌
者
金
壱
両

ニ
付
銀
八
分
請
取
候
積
り
、
此
切
賃
高
下
ニ
而
割
差
之
仕
様
弁
利
相
成
自
然

通
用
宜
敷
、
安
永
二
巳
年
五
月
御
触
左
ニ

　

洋
銀
通
用
が
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、
見
馴
れ
な
い
た
め
か
商
人
は
手
許
に
来
る
と

日
本
金
銀
貨
へ
引
き
替
え
に
来
る
人
気
し
か
な
い
。洋
銀
は
両
替
商
へ
の
み
集
り
、

両
替
商
か
ら
洋
銀
が
出
る
こ
と
は
無
く
、
終
に
両
替
が
差
し
支
え
る
こ
と
を
心
痛

し
て
い
る
。
本
両
替
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
安
永
の
南
鐐
二
朱
銀
で
も
嫌
わ
れ
る

人
気
し
か
な
く
通
用
が
良
く
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
割
差
と
唱
え
歩
合
で
南
鐐
二

朱
銀
を
交
ぜ
て
両
替
し
て
お
り
、
加
え
て
南
鐐
二
朱
銀
一
両
に
つ
き
「
切
賃
」
銀

を
素
人
へ
の
売
渡
で
は
〇
・
四
匁
を
両
替
商
が
出
し
、
買
取
で
は
〇
・
八
匁
を
素
人

よ
り
受
け
取
っ
た
。
切
賃
を
高
下
さ
せ
る
こ
と
で
割
差
の
仕
様
が
便
利
に
な
り
南

鐐
二
朱
銀
の
通
用
が
良
く
な
る
。
ま
た
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
五
月
二
八
日

付
「
安（

朱
字
）永
度
御
触
面
」
も
記
し（

（1
（

、
こ
れ
を
参
考
に
し
た
切
賃
予
測
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

今
般
外
国
銀
之
儀
割
差
シ
仕
様
并
切
賃
之
儀
ト
ル
ラ
ル
一
ツ
ニ
付
売
五
匁

位
、
買
様
八
匁
位
、
尤
当
時
見
越
之
義
御
座
候
間
、
捌
方
模
様
ニ
寄
り
高
下

可
仕
奉
存
候
、
両
三
年
之
内
ニ
ハ
外
国
銀
見
馴
無
滞
通
用
可
仕
与
奉
存
候

　

洋
銀
で
の
割
差
仕
様
と
切
賃
に
つ
い
て
、
一
枚
に
つ
き
売
渡
で
は
銀
五
匁
位
を

両
替
商
が
出
し
、
買
取
で
は
銀
八
匁
位
を
素
人
よ
り
受
け
取
る
よ
う
に
な
る
と
見

込
み
、
捌
き
方
の
模
様
で
切
賃
が
高
下
す
る
と
述
べ
、
両
三
年
内
に
は
洋
銀
も
見

馴
れ
て
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
観
測
す
る
。
現
実
で
は
洋
銀
一
枚
＝
一
分
銀
三

枚
を
貫
こ
う
と
す
る
圧
力
も
あ
り
国
内
で
洋
銀
忌
避
は
強
い
が
、
本
両
替
自
身
は

洋
銀
も
見
馴
れ
れ
ば
国
内
で
一
般
的
受
容
性
を
得
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
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２　

銀
座
で
の
洋
銀
引
替
と
安
政
一
分
銀
新
鋳

　

安
政
六
年
八
月
九
日
に
は
「
横
浜
表
市
中
商
人
江
外
国
御
奉
行
所
よ
り
被
仰
渡

候
ハ
、
ト
ル
ラ
ル
之
儀
江
戸
表
両
替
屋
ニ
て
無
差
支
引
替
候
筈
ニ
付
、
若
引
替
差

支
候
ハ
ヽ
両
替
屋
名
前
可
申
上
旨
被
仰
渡
有
之
」
と
あ
り
、
外
国
奉
行
所
か
ら
横

浜
商
人
へ
洋
銀
は
江
戸
の
両
替
商
で
引
き
替
え
る
筈
の
た
め
、
も
し
引
き
替
え
に

支
障
が
あ
れ
ば
両
替
商
名
を
申
し
上
げ
る
よ
う
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
「
此

節
同
処
商
人
ゟ
近
々
多
分
ニ
持
参
候
得
共
、
無
拠
程
能
相
断
申
候
、
然
ル
処
信
州

上
田
産
物
糸
売
渡
代
ト
ル
ラ
ル
大
数
引
替
之
儀
中
井
殿
へ
申
参
り
、
右
被
仰
渡
候

廉
ヲ
以
六
ヶ
敷
被
申
聞
候
」
と
あ
り
、
横
浜
商
人
よ
り
多
分
の
洋
銀
を
持
参
し
て

く
る
が
引
き
替
え
を
断
っ
て
い
た
が
、
信
州
上
田
産
生
糸
の
売
渡
代
洋
銀
を
中
井

へ
持
参
さ
れ
、
外
国
奉
行
所
の
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
て
も
引
替
困
難
と
申
し
聞
か
せ

た
。
中
井
で
も
「
八
月
九
日
な
ど
横
浜
商
人
外
国
御
掛
の
仰
ヲ
受
、
洋
銀
持
参
強

談
等
申
入
、
何
哉
か
哉
心
配
致
ニ
付
、
元
文
安
永
の
度
業
体
之
者
の
身
苦
ヲ
思
当

り
仲
間
一
同
心
痛
当
惑
致
候（

（1
（

」
と
記
し
、
洋
銀
引
替
で
強
要
さ
れ
た
心
労
を
南
鐐

二
朱
銀
通
用
時
の
本
両
替
の
心
痛
と
重
ね
て
い
る
。

　

こ
の
強
談
は
八
月
九
日
条
と
「
八（

朱
字
）月
十
日
書
面
」
に
依
れ
ば
、
九
日
夜
五
ツ
時

に
横
浜
商
人
惣
代
と
し
て
肥
前
屋
小
助
・
穀
屋
清
左
衛
門
（「
諸
事
控
」
で
は
穀

屋
清
右
衛
門
と
誤
記
か
。
以
下
穀
屋
と
記
す（

（1
（

）
は
三
井
次
郎
右
衛
門
・
竹
原
屋
文

右
衛
門
（
以
下
、
竹
原
と
記
す
）
に
来
店
し
大
数
の
洋
銀
引
替
が
可
か
不
可
か
を

尋
ね
た
が
、
本
両
替
は
洋
銀
高
が
多
い
た
め
引
き
替
え
を
断
っ
た
。
こ
の
横
浜
商

人
二
人
は
「
横
浜
一
同
之
難
儀
」
も
あ
り
惣
代
と
し
て
江
戸
に
来
て
お
り
、
横
浜

御
奉
行
所
へ
申
し
立
て
る
と
言
い
、
帰
っ
た
（
穀
屋
と
洋
銀
は
後
述
）。
八
月
九

日
条
に
は
本
両
替
は
同
夜
に
話
し
、
横
浜
御
奉
行
所
に
訴
え
ら
れ
て
は
「
後
難
恐

多
」
い
た
め
、
本
両
替
行
事
四
人
も
「
八（

朱
字
）月

十
日
書
面
」
で
訴
え
出
る
。
そ
こ
で

は
外
国
金
銀
貨
は
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
御
触
が
出
さ
れ
「
諸
向
御
上
納
江
も
ト
ル

ラ
ル
相
納
候
而
不
苦
候
哉
」
と
伺
い
、
大
名
幕
府
へ
洋
銀
を
納
め
て
も
本
当
よ
い

の
か
洋
銀
引
替
と
取
引
ル
ー
ル
を
尋
ね
た
。

　

一�

外
国
銀
通
用
被
仰
出
候
処
、
見
馴
不
申
故
歟
商
人
手
許
ニ
外
国
銀
立
廻
り
候

得
共
、
御
国
金
銀
与
引
替
所
持
致
候
人
気
ニ
付
、
外
国
銀
者
両
替
屋
方
江
而

已
相
集
り
、
両
替
屋
方
ゟ
外
国
銀
出
方
無
之
片
通
用
ニ
相
成
難
渋
仕
候
、
外

国
銀
江
御
極
印
被
成
下
候
得
者
差
支
も
無
御
座
候
得
ど
も
不
容
易
御
義
ニ

付
、
私
共
ゟ
申
上
兼
候
間
、
左
之
廉
御
伺
申
上
候

　

一
両
替
切
賃
人
気
ニ
応
シ
高
下
時
宜
次
第
駆
引
仕
相
掛
度

　

洋
銀
通
用
が
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、
見
馴
れ
な
い
た
め
か
商
人
の
手
許
に
来
て
も

日
本
金
銀
に
引
き
替
え
て
し
ま
う
た
め
、
洋
銀
は
両
替
商
へ
の
み
集
り
両
替
商
か

ら
洋
銀
が
出
る
こ
と
は
無
く
、
片
通
用
で
難
渋
し
て
い
る
。
洋
銀
へ
極
印
を
打
て

ば
支
障
が
無
く
な
る
と
し
て
暗
に
実
施
を
願
い
出
た
。
ま
た
、
洋
銀
の
両
替
切
賃

は
人
気
で
高
下
す
る
が
本
両
替
に
よ
る
駆
引
き
実
施
の
許
可
を
求
め
て
い
る
。
洋

銀
の
引
替
混
乱
は
、
従
来
外
国
商
人
の
引
替
要
求
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本

商
人
が
受
取
洋
銀
を
嫌
い
日
本
金
銀
へ
引
き
替
え
て
そ
れ
を
貯
め
込
ん
だ
事
実
も

明
ら
か
に
な
ろ
う
。
洋
銀
へ
の
極
印
は
両
替
商
へ
の
み
洋
銀
が
集
中
す
る
こ
と
を

防
ぎ
、
一
般
へ
の
受
容
を
目
的
に
本
両
替
か
ら
要
望
さ
れ
た
。

　

本
両
替
四
人
の
訴
え
は
御
吟
味
所
で
理
解
が
得
ら
れ
、荒
増
を
「
御（

朱
字
）利
解
大
略
」

と
し
て
記
し
「
両
替
屋
共
ト
ル
ラ
ル
手
元
へ
集
り
難
渋
之
趣
尤
也
、
何
分
外
国
之
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品
故
ニ
誰
嫌
ふ
と
な
く
嫌
候
事
、
持
ぬ
さ
ん
だ
ん
申
上
候
而
お
の
づ
と
そ
ふ
言
ふ

人
気
ニ
成
ル
申
候
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
洋
銀
が
両
替
商
に
集
中
し
難
渋
し
て
い

る
理
解
が
得
ら
れ
た
が
、
人
々
は
外
国
貨
幣
故
に
嫌
い
、
所
持
し
た
く
な
い
算
段

を
言
い
、
自
ず
と
そ
の
よ
う
な
人
気
に
な
る
と
洋
銀
忌
避
を
述
べ
て
い
る
。

　

八
月
一
二
日
条
に
本
両
替
は
理
解
の
趣
も
含
め
て
寄
合
を
行
う
が
「
此
頃
壱
分

銀
御
吹
増
之
噂
」
が
あ
る
と
も
記
し
て
お
り
、
翌
一
三
日
御
触
に
は
洋
銀
と
同
位

の
銀
で
安
政
一
分
銀
を
吹
き
増
し
す
る
た
め
、
天
保
一
分
銀
と
取
り
交
ぜ
て
通
用

を
触
れ
出
し
た
。

　

八
月
一
四
条
に
は
中
井
手
代
が
銀
座
へ
行
く
と
洋
銀
所
持
分
は
殊
に
寄
せ
、
同

一
八
日
よ
り
引
き
替
え
る
旨
が
出
さ
れ
た
が
、
当
日
銀
座
へ
伺
う
と
今
度
は
二
四

～
二
五
日
頃
開
始
と
聞
か
さ
れ
た
。
八
月
二
四
日
条
に
は
銀
座
で
洋
銀
引
替
が
開

始
さ
れ
た
が
、
代
り
一
分
銀
の
交
付
は
三
日
後
で
、
且
つ
「
代
り
金
者
此
度
御
吹

増
之
壱
分
銀
ニ
而
御
下
ヶ
相
成
」
と
あ
り
、
安
政
一
分
銀
で
の
交
付
が
宣
言
さ
れ

て
い
る
。
横
浜
で
も
洋
銀
の
三
分
通
用
が
承
知
さ
れ
買
方
も
改
め
ら
れ
、
七
・
二

匁
洋
銀
は
一
分
銀
三
枚
に
銀
〇
・
九
三
六
匁
を
加
え
る
が
、
先
の
八
月
六
日
よ
り

半
高
に
な
っ
た
。
洋
銀
一
枚
の
切
賃
は
買
取
で
三
匁
を
両
替
商
が
受
け
取
り
、
売

渡
で
一
匁
を
両
替
商
が
出
す
こ
と
で
変
更
な
か
っ
た
。
銀
座
で
洋
銀
は
引
き
替
え

ら
れ
る
も
の
の
、洋
銀
持
主
と
銀
座
を
両
替
商
が
仲
介
す
る
機
能
は
必
要
だ
っ
た
。

　

し
か
し
九
月
八
日
に
本
両
替
行
事
・
三
組
両
替
屋
行
事
・
番
組
両
替
屋
行
事
へ

仰
せ
渡
さ
れ
た
内
容
の
中
に
「
外
国
ト
ル
ラ
ル
銀
之
儀
、
追
々
取
引
致
候
之
分

両
替
屋
共
方
江
多
集
り
致
難
渋
候
趣
等
相
聞
候
ニ
付
、
以
来
手
支
候
節
者
銀
座
ニ

お
ゐ
て
御
引
替
可
被
下
候
筈
」
と
あ
り
、
洋
銀
が
両
替
商
に
集
り
難
渋
し
て
い
る

た
め
、
手
支
え
の
際
は
銀
座
で
引
き
替
え
る
筈
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
幕
府
内
部

へ
影
響
し
た
の
か
、
翌
九
日
に
洋
銀
は
量
目
を
改
め
、
極
印
を
打
つ
案
が
出
さ
れ

た（
（1
（

。

　

一
一
月
八
日
町
御
触
で
は
、
洋
銀
と
同
じ
銀
品
位
で
安
政
一
分
銀
を
吹
き
増
し

し
た
た
め
、
洋
銀
と
一
分
銀
と
量
目
を
掛
合
の
上
で
取
引
す
る
こ
と
、
上
納
に
関

し
て
も
年
貢
金
や
そ
の
他
の
諸
向
上
納
金
の
内
へ
洋
銀
を
交
ぜ
て
も
全
て
で
も
構

わ
な
い
旨
が
出
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

３　

天
保
一
分
銀
の
回
収

　

八
月
一
三
日
に
安
政
一
分
銀
が
吹
き
増
し
の
形
で
新
鋳
さ
れ
た
が
、
天
保
一
分

銀
と
取
り
交
ぜ
て
の
流
通
だ
っ
た
。
他
方
で
幕
府
は
天
保
一
分
銀
の
回
収
が
課
題

に
な
る
が
、江
戸
と
大
坂
・
京
都
で
は
天
保
一
分
銀
に
関
す
る
対
応
が
全
く
異
な
っ

て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

江
戸
は
、
中
井
で
「
仲（

朱
字
）間
ニ
不
抱
事
」
が
あ
り
、
天
保
一
分
銀
の
中
井
単
独
で

の
引
き
替
え
が
見
ら
れ
る
。
引
替
元
は
安
政
一
分
銀
と
推
定
さ
れ
「
九
月
初
旬
ゟ

於
御
金
改
役
所
ニ
も
古
壱
分
銀
御
買
上
ヶ
相
成
、
是
者
御
内
沙
汰
御
用
ニ
付
仲
間

ニ
不
抱
手
前
一
手
ニ
被
仰
付
候
、
但
銀
座
ゟ
紙
代
丈
御
手
当
増
被
下
、
速
ニ
御
引

替
相
成
候
」
と
あ
り
、
九
月
初
旬
よ
り
金
座
で
も
天
保
一
分
銀
の
買
い
上
げ
を
始

め
た
。
こ
れ
も
内
々
の
沙
汰
で
本
両
替
に
関
係
な
く
中
井
の
み
目
立
つ
こ
と
な
く

引
き
替
え
、
同
六
日
条
に
も
「
今
度
新
大
白
、
新
古
入
交
候
ニ
付
為
見
分
ヶ
、
カ

タ
判
彫
刻
い
た
し
今
日
ゟ
相
用
」
と
あ
り
安
政
一
分
銀
は
天
保
一
分
銀
と
入
り
交

ぜ
の
た
め
見
分
け
の
型
判
を
作
っ
て
用
い
た
と
記
し
て
い
る
。
銀
座
か
ら
は
包
銀
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の
紙
代
分
だ
け
御
手
当
増
と
な
り
、
中
井
が
安
政
六
年
九
～
一
二
月
に
引
き
替
え

た
天
保
一
分
銀
高
は
六
二
万
両
だ
っ
た
が
、
万
延
元
年
暮
に
な
る
と
自
然
と
少
な

く
な
り
、
幕
府
は
増
歩
の
若
干
の
上
昇
と
、
引
き
替
え
は
金
座
付
の
引
替
所
へ
拡

大
し
た（

（2
（

。

　

大
坂
の
三
手
（
三
井
組
、
十
人
組
、
住
友
家
）
で
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

四
月
二
四
日
に
十
人
組
に
よ
り
大
坂
着
に
な
っ
た
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
が
、
万

延
元
年
ま
で
一
二
度
に
わ
た
り
二
朱
銀
一
朱
銀（

（2
（

を
差
し
立
て
、
残
り
五
三
〇
〇

両
あ
っ
た
。
万
延
元
年
一
〇
月
一
六
日
に
も
十
人
組
が
三
〇
〇
両
、
住
友
家
が

五
〇
〇
両
を
二
朱
銀
一
朱
銀
へ
と
引
き
替
え
、
合
計
八
〇
〇
両
を
江
戸
へ
差
し
立

て
た（

（2
（

。
つ
ま
り
、
安
政
一
分
銀
が
こ
の
時
期
既
に
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
引
替
元

の
残
存
や
天
保
一
分
銀
と
安
政
一
分
銀
の
混
在
方
針
に
よ
り
、
天
保
一
分
銀
に
よ

る
引
き
替
え
が
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　

引
替
元
の
天
保
一
分
銀
四
五
〇
〇
両
が
な
お
も
十
人
組
・
住
友
家
に
残
さ
れ
て

い
た
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
二
五
日
書
状
に
は
直
接
銀
座
か
ら
返
上

納
の
督
促
が
三
井
組
へ
も
来
た
。

　

一
去
ル
十
四
日
銀
座
ゟ
以
手
紙
両
組
宛
申
参
り
候
処
左
之
通

先
年
古
壱
分
銀
を
以
相
渡
候
京
大
坂
引
替
元
渡
之
内
引
替
済
残
り
之
分

早
々
相
納
候
、
御
勘
定
方
ゟ
御
沙
汰
有
之
候
間
右
之
段
早
便
を
以
彼
地
江

申
達
シ
早
々
上
納
可
被
致
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　

五
月
十
五
日

右
之
通
申
越
候
ニ
付
御
取
調
被
成
候
処
、
弘
化
二
巳
年
四
月
五
日
差
立
当
番

拾
人
組
方
ゟ
三
手
元
壱
分
銀
三
万
両
為
御
登
有
之
候
処
追
々
代
り
弐
朱
銀
壱

朱
銀
差
下
シ
当
組
分
皆
納
相
成
申
候（

（2
（

　

手
紙
で
は
幕
府
勘
定
方
が
大
坂
・
京
都
に
あ
る
引
替
元
天
保
一
分
銀
の
返
上
納

を
伝
え
て
き
た
。
大
坂
三
井
組
は
安
政
三
年
一
〇
月
一
六
日
の
差
し
立
て
で
皆
済

の
旨
を
江
戸
へ
伝
え
て
い
る
が
、
十
人
組
・
住
友
家
の
返
上
納
の
記
述
は
三
井
組

側
に
は
な
い
が
、
住
友
家
で
は
次
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　

乍
恐
口
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
四
月
廿
四
日
着
高
三
万
両
之
内

　
　
　

一
金
三
千
五
百
両
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
皆
壱
分
銀

右
者
江
戸
表
ニ
而
被
仰
渡
候
御
吹
直
金
為
御
差
登
之
分
、
当
時
引
替
残
書
面

之
通
今
日
十
人
組
江
差
出
申
候
、
是
迄
内
納
之
分
共
都
合
壱
万
両
ニ
相
成
申

候
、
此
段
以
書
附
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

文
久
元
酉
年
六
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

住
友
吉
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
ニ
付
名
代
竹
中
小
兵
衛

　
　
　

御
奉
行
様（

（2
（

　

住
友
家
は
文
久
元
年
六
月
一
〇
日
に
天
保
一
分
銀
三
五
〇
〇
両
を
返
上
納
し

た
。
他
方
、
十
五
軒
組
合
で
は
、
弘
化
二
年
一
一
月
二
五
日
に
十
人
組
に
よ
り
大

坂
着
に
な
っ
た
引
替
元
天
保
一
分
銀
三
万
両
が
返
上
納
の
対
象
と
な
る
が
、江
戸
・

大
坂
間
の
輸
送
は
十
人
組
が
担
当
の
た
め
残
高
や
事
情
は
ほ
ぼ
窺
い
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
十
五
軒
組
合
の
返
上
納
は
「
文
久
元
年
酉
六
月
、
引
替
済
古
新
弐
朱

銀
十
人
組
并
ニ
月
番
炭
安
へ
相
廻
ス
受
取
弐
通
入
」
と
あ
り
六
月
に
引
替
済
み
二

朱
銀
が
加
島
屋
作
兵
衛
か
ら
月
番
炭
屋
安
兵
衛
を
経
て
十
人
組
へ
廻
さ
れ
、
十
人

組
よ
り
加
島
屋
作
兵
衛
へ
の
同
年
六
月
一
〇
日
付
「
覚
」
に
南
鐐
二
朱
銀
一
二
五

両
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
二
五
両
が
「
弘
化
弐
年
巳
十
一
月
廿
五
日
着
坂
御
元
手
之
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内
引
替
代
り
慥
請
取
申
候
」
と
あ
り（

（2
（

、
十
五
軒
組
合
も
住
友
家
同
様
に
六
月
一
〇

日
の
返
上
納
と
考
え
ら
れ
る
。

　

京
都
の
両
組
（
三
井
組
、
十
人
組
）
で
は
、
弘
化
元
年
一
二
月
八
日
に
十
人
組

に
よ
り
京
都
着
に
な
っ
た
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
が
、
万
延
元
年
ま
で
一
五
度
に

わ
た
り
二
朱
銀
一
朱
銀
を
差
し
立
て
、
残
り
二
〇
〇
〇
両
が
返
上
納
と
な
っ
た
。

内
訳
が
三
井
組
は
二
朱
銀
一
朱
銀
七
〇
〇
両
と
天
保
一
分
銀
三
〇
〇
両
、
十
人
組

は
二
朱
銀
一
朱
銀
と
天
保
一
分
銀
の
合
計
一
〇
〇
〇
両
で
、
文
久
元
年
六
月
二
日

に
各
自
が
江
戸
へ
差
し
立
て
て
返
上
納
し
た（

（2
（

。

　

江
戸
で
は
当
初
中
井
が
秘
密
裏
に
天
保
一
分
銀
を
引
き
替
え
た
様
子
が
窺
わ

れ
、
大
坂
・
京
都
で
は
引
替
元
天
保
一
分
銀
残
高
が
多
く
文
久
元
年
ま
で
引
替
継

続
だ
っ
た
が
最
後
は
返
上
納
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
安
政
の
改
鋳
後
の
銀
貨

引
替
は
、
引
替
元
安
政
銀
で
天
保
銀
を
引
き
替
え
る
新
旧
通
用
銀
引
き
替
え
に
一

元
化
さ
れ
、
南
鐐
二
朱
銀
誕
生
前
の
元
文
の
改
鋳
の
時
と
同
じ
様
相
に
な
っ
た
。

二　

安
政
七
年
の
天
保
金
増
歩
通
用
と
洋
銀
価
値
維
持
策

１　

天
保
金
安
政
金
の
増
歩
通
用

　

天
保
金
安
政
金
は
安
政
七
年
（
三
月
一
八
日
よ
り
万
延
元
年
）
正
月
二
〇
日
に

増
歩
、
二
月
一
日
よ
り
「
両
替
無
滞
通
用
」
す
る
旨
が
出
さ
れ
た
。
引
替
方
伺
筋

で
は
二
月
四
日
に
御
引
替
所
惣
代
中
井
新
右
衛
門
・
三
井
組
か
ら
金
座
へ
「
以
書

附
奉
伺
候
」
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
文
が
中
井
で
は
「
保
字
正
字
金
之
義
ニ

付
御
金
改
役
所
伺
書
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

御
歩
増
通
用
御
触
面
ニ
而
保
字
金
多
人
数
持
寄
候
ニ
付
取
扱
心
得
方
奉
伺

候
、
右
保
字
金
之
儀
者
一
旦
御
引
替
被
仰
渡
候
ニ
付
、
取
集
メ
次
第
当
御
役

所
江
差
出
し
来
候
処
、
今
般
御
触
面
ニ
而
通
用
金
ニ
立
戻
り
候
義
ゟ
乍
恐
奉

存
候
、
然
ル
上
者
自
然
望
人
有
之
候
節
売
渡
候
而
不
苦
候
儀
御
座
候
哉
、
矢

張
御
引
替
金
与
相
心
得
可
申
哉
奉
伺
度
、
御
引
替
金
之
義
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
当

節
人
気
立
候
折
柄
何
卒
速
ニ
御
引
替
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
一
同
難
有（

（2
（

　

増
歩
の
触
書
に
よ
り
天
保
金
を
持
参
す
る
者
が
多
い
た
め
取
扱
い
の
心
得
を

伺
っ
て
い
る
。
天
保
金
は
安
政
六
年
に
引
き
替
え
が
仰
せ
渡
さ
れ
て
い
た
た
め
集

め
次
第
金
座
へ
差
し
出
し
て
い
た
。
今
回
の
触
面
は
天
保
金
が
通
用
金
に
逆
戻
り

し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
望
む
者
へ
売
り
渡
し
て
も
良
い
も
の
か
、
引
替
金
と
し
て

認
識
す
べ
き
か
、
を
伺
っ
て
い
る
。
引
替
金
な
ら
ば
天
保
金
引
替
の
人
気
も
立
つ

の
で
速
や
か
な
引
替
実
施
を
望
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
天
保
金
は
安
政
六
年
五
月
末

よ
り
引
替
対
象
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
七
年
正
月
の
触
書
で
前
代
未
聞
の
増
歩
通

用
に
な
る
こ
と
で
両
替
対
象
の
性
質
を
再
び
帯
び
た
。
引
替
所
で
は
他
種
貨
幣
を

持
参
さ
れ
天
保
金
へ
と
両
替
さ
れ
る
人
気
を
警
戒
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
月
七
日
に
本
両
替
は
名
主
馬
込
氏（

（2
（

に
呼
ば
れ
、
江
戸
町
奉
行
所
北
方（

（3
（

の
吟
味

役
が
尋
ね
た
の
は
小
判
一
分
判
両
替
の
節
の
申
し
答
え
方
で
、
そ
れ
を
書
面
で
差

し
出
す
よ
う
仰
せ
聞
か
さ
れ
た
。
同
八
日
に
竹
原
が
「
御
尋
ニ
付
以
書
付
奉
申
上

候
」
で
両
替
に
つ
い
て
答
え
て
い
る
。

小
判
壱
分
判
御
歩
増
通
用
被
仰
出
候
ニ
付
両
替
ニ
持
寄
候
節
取
扱
方
御
尋
ニ

付
奉
申
上
候
、
右
之
内
保
字
金
之
儀
者
一
端（

旦
）御
引
替
被
仰
出
候
処
、
今
般
御
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触
面
ニ
付
保
字
金
正
字
金
共
通
用
之
義
者
聊
差
支
無
御
座
候
得
共
、
御
引
替

之
義
ハ
未
御
沙
汰
無
御
座
候
得
共
、
追
々
両
替
ニ
而
已
持
寄
何
分
手
廻
り
兼

引
替
差
支
候
ニ
付
、
当
時
御
金
改
御
役
所
江
伺
中
ニ
付
引
替
之
儀
ハ
右
之
趣

4

4

4

4

4

4

4

4

ヲ
以
可
成
丈
申
延
候
含
御
坐
候

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
注
―
傍
点
筆
者
）

　

小
判
一
分
判
が
増
歩
通
用
に
な
り
両
替
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
際
の
取
扱
を
答
え

て
い
る
。
天
保
金
は
安
政
六
年
に
一
度
引
き
替
え
が
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、
同
七
年

正
月
の
触
面
で
通
用
は
差
し
支
え
な
い
が
、
引
き
替
え
の
沙
汰
は
未
だ
無
い
。
今

後
両
替
の
み
で
持
参
さ
れ
る
と
手
が
廻
ら
ず
引
き
替
え
に
支
障
も
出
る
。
金
座
へ

伺
っ
て
い
る
最
中
だ
が
引
替
開
始
は
な
る
べ
く
延
長
を
希
望
し
て
い
る
。
こ
れ
を

馬
込
氏
へ
出
す
と
「
決
而
心
配
之
筋
ニ
者
無
之
趣
」
と
心
配
の
筋
に
は
な
い
と
聞

か
さ
れ
た
。

　

三
月
一
三
日
条
に
は
江
戸
町
奉
行
所
北
方
同
心
衆
が
天
保
金
引
替
の
当
節
模
様

を
尋
ね
て
き
た
た
め
、
引
替
処
惣
代
竹
川
彦
太
郎
か
ら
田
中
清
十
郎
へ
の
安
政
七

申
年
三
月
付
「
御
尋
ニ
付
以
書
付
奉
申
上
候
」
を
出
し
た
が
、
内
容
は
先
の
二
月

八
日
の
「
御
尋
ニ
付
以
書
付
奉
申
上
候
」
と
ほ
ぼ
同
文
だ
が
傍
点

4

4

部
分
が
「
引
替

之
義
者
伺
御
下
知
御
座
候
迄
御
引
替
仕
兼
申
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
金
座
へ
伺
っ

て
い
る
最
中
だ
が
引
き
替
え
の
下
知
が
あ
る
ま
で
は
引
替
不
可
と
変
わ
っ
た
。

　

つ
ま
り
天
保
金
は
安
政
六
年
に
一
度
引
替
対
象
に
な
っ
た
こ
と
で
当
然
隠
匿
・

退
蔵
も
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
増
歩
通
用
に
な
っ
て
も
天
保
金
安
政
金
持
主

は
両
替
す
る
よ
り
は
引
替
開
始
の
方
に
人
気
が
移
っ
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、

引
替
所
で
は
引
替
殺
到
を
恐
れ
て
い
た
。
三
月
に
入
る
と
天
保
金
安
政
金
引
替
実

施
要
求
が
日
に
日
に
強
ま
っ
て
い
る
様
子
も
窺
わ
れ
る
。

２　

改
三
分
定
洋
銀
の
登
場
と
引
替
所
で
の
洋
銀
引
替

　

本
両
替
が
両
替
迅
速
化
の
た
め
提
案
し
て
い
た
洋
銀
に
極
印
を
打
ち
三
分
通
用

に
す
る
案
は
現
実
味
を
帯
び
、展
開
を
見
せ
た
。
安
政
六
年
一
二
月
二
七
日
に「
外

国
銀
銭
目
方
七
匁
以
上
之
分
、
壱
分
銀
三
分
通
用
之
積
、
於
銀
座
極
印
打
渡
し
候

間
無
滞
通
用
可
致
候
、
尤
銀
銭
所
持
致
し
居
候
者
は
銀
座
江
差
出
シ
極
印
を
請
可

申
候（

（3
（

」
と
出
さ
れ
、銀
座
で
量
目
七
匁
以
上
の
洋
銀
は
一
分
銀
三
分
通
用
の
た
め
、

銀
座
で
極
印
を
打
ち
三
分
通
用
に
し
、
洋
銀
持
主
も
銀
座
へ
差
し
出
し
て
極
印
を

受
け
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。

　

同
七
年
二
月
一
三
日
に
町
年
寄
樽
御
役
所（

（3
（

で
本
両
替
屋
・
三
組
両
替
屋
・
番
組

両
替
屋
の
行
事
は
極
印
を
打
ち
立
て
た
洋
銀
を
見
本
と
し
て
渡
さ
れ
た
。
そ
の
申

渡
で
は
今
度
洋
銀
へ
極
印
を
打
ち
立
て
世
上
通
用
さ
せ
る
触
書
が
仰
せ
渡
さ
れ
た

た
め
、
見
本
洋
銀
八
〇
枚
を
渡
す
た
め
代
金
を
納
め
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。
そ
の

洋
銀
は
本
両
替
仲
間
四
軒
が
一
枚
ず
つ
、
三
組
・
番
組
両
替
屋
へ
七
六
枚
が
渡
さ

れ
、
銀
座
の
み
な
ら
ず
本
両
替
屋
・
三
組
両
替
屋
・
番
組
両
替
屋
行
事
で
も
改
三

分
定
洋
銀
引
替
を
行
わ
せ
る
準
備
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
一
九
日
触
書
に
は
「
洋
銀
目
方
七
匁
以
上
之
分
極
印
打
渡
、
壱
分

銀
三
分
之
通
用
ニ
相
成
候
（
中
略
）
兎
角
相
場
相
立
三
分
之
通
用
不
致
趣
相
聞
候

（
中
略
）
相
互
ニ
極
印
通
無
滞
通
用
致
し
候
様（

（3
（

」
と
出
さ
れ
、
量
目
七
匁
以
上
の

洋
銀
に
極
印
を
打
ち
一
分
銀
三
分
で
の
強
制
通
用
を
図
っ
て
い
る
が
、
相
場
が
立

ち
洋
銀
が
三
分
通
用
し
な
い
趣
も
聞
こ
え
る
が
、
極
印
通
り
の
通
用
を
触
れ
出
し

た
。
同
じ
く
一
九
日
、
竹
原
が
出
し
た
「
洋
銀
引
替
方
内
伺
」
は
、
改
三
分
定
洋

銀
の
見
本
下
渡
し
後
の
本
両
替
仲
間
で
の
申
し
合
わ
せ
で
あ
り
、
中
井
の
史
料
に
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も
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

切
賃
銀
壱
枚
ニ
付
売
渡
弐
匁
・
買
取
三
匁
ニ
而
少
々
宛
引
替
仕
候
処
売
人
勝

ニ
而
買
人
無
御
座
、
且
諸
家
様
御
為
替
金
之
内
江
聊
宛
取
交
切
賃
銀
添
相
納

候
処
御
差
戻
ニ
相
成
、
何
分
捌
方
当
惑
仕
候
、
尤
本
両
替
屋
ニ
而
多
分
金
銀

取
扱
候
義
者
、
上
方
表
ゟ
諸
家
様
江
御
下
シ
金
右
下
為
替
市
中
商
人
廿
日
ゟ

数
口
取
集
メ
ル
ヲ
金
高
ニ
建
相
納
候
義
而
已
重
々
御
座
候
処
、
右
為
替
等
御

請
取
無
御
座
候
而
者
此
上
取
扱
方
如
何
可
仕
哉
当
惑
仕
候

　

洋
銀
は
素
人
へ
の
売
渡
で
は
銀
二
匁
を
両
替
商
が
出
し
、
素
人
よ
り
の
買
取
で

は
銀
三
匁
を
両
替
商
が
受
け
取
り
、
少
々
ず
つ
引
き
替
え
た
が
売
渡
は
い
る
が
買

取
は
い
な
い
。
洋
銀
を
大
名
家
の
為
替
金
の
内
へ
少
し
ず
つ
交
ぜ
て
切
賃
を
添
え

て
も
差
戻
し
に
な
り
、
洋
銀
の
捌
き
方
に
当
惑
し
て
い
る
。
江
戸
本
両
替
の
金
銀

取
扱
は
、
上
方
よ
り
の
大
名
家
の
下
し
金
の
下
為
替
を
二
〇
日
に
江
戸
商
人
よ
り

数
口
取
り
集
め
、
金
建
に
し
て
大
名
家
江
戸
屋
敷
へ
納
め
る
こ
と
の
み
を
重
ん
じ

て
き
た
。
下
為
替
等
が
受
け
取
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
取
扱
方
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
か
当
惑
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
別
紙
下
ヶ
札
」
中
で
は
切
賃
の

提
案
を
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

一�

見
越
之
義
御
座
候
得
共
切
賃
銀
駈
引
ニ
寄
、
売
渡
四
匁
・
買
取
五
匁
、
又
者

売
渡
六
匁
・
買
取
七
匁
位
迄
駈
放
シ
候
、
切
賃
ニ
而
当
分
試
望
人
相
進
候
節

又
々
引
下
ヶ
候
而
者
如
何
御
座
候
哉
、
併
過
当
ニ
相
成
候
而
も
恐
入
候
ニ
付

此
義
も
内
々
御
伺
申
上
候

　

見
越
し
に
過
ぎ
な
い
が
切
賃
銀
は
駆
引
き
に
よ
り
、
両
替
商
は
売
渡
で
四
～
六

匁
を
出
し
、
買
取
で
五
～
七
匁
を
受
け
取
る
位
を
範
囲
と
し
た
い
。
当
分
の
試
み

で
洋
銀
を
望
む
人
に
切
賃
引
き
下
げ
を
し
た
ら
ど
う
か
を
提
案
し
て
い
る
が
、
過

当
に
な
り
す
ぎ
て
も
良
く
な
い
の
で
内
々
に
伺
い
申
上
げ
て
い
る
。

　

本
両
替
四
人
か
ら
銀
座
へ
出
さ
れ
た
二
月
二
二
日
付
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上

候（
（3
（

」
で
は
、
洋
銀
忌
避
が
報
告
さ
れ
一
分
銀
の
引
替
高
増
加
を
訴
え
た
。
ま
ず
洋

銀
に
つ
い
て
は
「
御
屋
敷
方
町
方
ニ
て
も
為
替
金
等
江
取
交
相
渡
候
而
も
兎
角
迷

惑
之
趣
ニ
而
請
取
不
申
、
其
上
日
々
両
替
ニ
者
無
限
持
参
致
、
少
々
宛
両
替
致
遣

ニ
而
も
多
繁
之
事
ニ
而
洋
銀
而
已
相
嵩
、
外
通
用
金
逼
迫
及
、
追
々
渡
世
ニ
も
差

支
候
義
ニ
付
甚
当
惑
仕
候
」
と
あ
る
。
洋
銀
は
御
屋
敷
方
町
方
共
に
為
替
金
に
混

ぜ
て
渡
す
と
迷
惑
が
り
受
け
取
ら
な
い
。
洋
銀
は
日
々
多
く
持
っ
て
く
る
の
で
、

少
し
ず
つ
両
替
し
て
も
洋
銀
だ
け
が
嵩
ん
で
い
く
。
洋
銀
両
替
で
外
通
用
金
が
逼

迫
し
渡
世
に
支
障
が
出
て
い
る
の
で
甚
だ
当
惑
し
て
い
る
。

　

次
に
、
洋
銀
引
替
と
両
替
に
つ
い
て
は
「
格
別
之
思
召
ヲ
以
、
銘
々
ニ
も
当
分

之
処
、
軒
別
ニ
弐
千
枚
ニ
而
も
千
枚
ニ
而
も
御
極
印
之
有
無
ニ
不
抱
七
匁
以
上
之

分
壱
分
銀
三
分
ニ
御
引
替
被
下
置
候
様
被
成
下
候
ハ
ヽ
右
高
ニ
者
不
抱
手
内
差
操（

繰
）

ヲ
以
可
成
丈
両
替
方
出
精
仕
、
両
替
致
遣
候
へ
者
自
然
御
触
之
通
無
滞
通
用
之
場

ニ
も
至
り
可
申
歟
と
乍
恐
奉
存
候
」
と
述
べ
る
。
格
別
の
思
召
し
で
本
両
替
で
も

当
分
、
軒
別
に
二
千
枚
で
も
千
枚
で
も
極
印
有
無
に
関
係
な
く
七
匁
以
上
の
洋
銀

を
一
分
銀
三
枚
で
引
き
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
洋
銀
枚
数
に
縛
ら
れ
ず
本

両
替
手
内
の
遣
り
繰
り
で
も
両
替
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
き
ち
ん
と
両
替
で
き

る
こ
と
が
、
触
書
で
謳
う
支
障
な
い
洋
銀
通
用
に
至
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

最
後
に
洋
銀
忌
避
と
対
策
は
「
元
来
端
金
ニ
差
支
無
拠
両
替
ニ
持
参
仕
候
者
稀

ニ
而
、
只
々
洋
銀
所
持
候
而
ハ
不
通
用
と
而
已
心
得
、
貯
候
向
不
残
外
通
用
金
与
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引
替
可
申
存
意
一
般
与
相
見
江
申
候
、
然
ル
上
者
何
程
切
賃
請
取
ニ
而
も
暫
時
に

代
金
差
支
業
躰
相
障
り
、
且
ハ
御
触
面
ニ
も
齟
齬
仕
如
何
ニ
も
恐
縮
仕
候
、
御
引

替
金
ニ
無
之
段
者
厚
相
心
得
罷
在
候
（
中
略
）
御
憐
愍
ヲ
以
軒
別
日
々
相
応
之
高

御
引
替
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
」
と
あ
る
。
洋
銀
持
主
が
小
額
貨
幣
に
差
し
支
え

て
両
替
に
持
参
す
る
の
は
稀
で
、
洋
銀
所
持
で
は
不
通
用
と
考
え
洋
銀
を
残
ら
ず

通
用
金
へ
と
引
き
替
え
た
い
考
え
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
ど
れ
程
切
賃
を
受

け
取
っ
た
と
し
て
も
、
し
ば
ら
く
洋
銀
代
金
が
差
し
支
え
れ
ば
業
体
に
障
る
。
触

書
面
と
齟
齬
が
出
て
し
ま
っ
て
も
恐
縮
だ
が
、
引
替
金
で
は
な
い
事
は
承
知
の
上

で
、本
両
替
軒
別
で
日
々
相
応
高
の
洋
銀
と
一
分
銀
と
の
引
き
替
え
を
願
い
出
た
。

本
両
替
で
は
銀
座
と
の
洋
銀
引
替
を
開
始
し
、安
政
一
分
銀
が
渡
さ
れ
る
こ
と
で
、

両
替
の
た
め
の
外
通
用
金
の
資
金
繰
り
悪
化
防
止
が
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き

れ
ば
洋
銀
忌
避
は
解
消
に
向
か
う
と
考
え
た
。
つ
ま
り
上
部
に
銀
座
と
本
両
替
と

の
間
の
洋
銀
引
替
、
下
部
に
本
両
替
と
洋
銀
持
主
と
の
間
の
両
替
を
構
築
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

し
か
し
二
月
二
八
日
付
「
再
応
以
書
附
奉
願
上
候
」
で
は
、同
二
二
日
付
の
日
々

軒
別
相
応
高
の
洋
銀
引
替
歎
願
は
聞
届
け
無
し
で
差
し
戻
さ
れ
た
と
ま
ず
述
べ
、

「
銀
高
多
少
ニ
不
限
本
両
替
屋
共
日
々
順
番
ニ
御
引
替
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存

候
」
と
あ
り
、
洋
銀
高
の
多
少
に
限
ら
ず
本
両
替
で
順
番
に
引
き
替
え
さ
せ
て
く

れ
る
よ
う
要
求
を
下
げ
て
再
び
歎
願
し
て
い
る
。
尚
、
こ
の
後
に
記
さ
れ
た
申
二

月
付
「
口
上
之
覚
」
に
は
「
今
般
伺
試
候
洋
銀
相
場
立
之
儀
」
と
あ
り
上
方
筋
よ

り
洋
銀
相
場
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

万
延
元
年
三
月
二
六
日
（
三
月
一
七
日
ま
で
安
政
七
年
）
に
竹
原
・
中
井
・
井

筒
屋
善
次
郎
（
以
下
、
井
善
と
記
す
）
が
銀
座
へ
呼
ば
れ
次
の
内
容
を
話
し
た
。

洋
銀
引
替
之
義
、
是
迄
素
人
よ
り
直
々
差
出
引
替
候
処
、
以
来
本
両
替
屋
并

引
替
所
ニ
而
引
替
候
様
致
度
、
尤
代
り
金
者
翌
日
翌
々
日
相
渡
候
、
引
替
方

日
々
惣
躰
江
七
千
両
位
見
積
り
（
中
略
）
且
又
引
替
賃
者
引
替
人
よ
り
可
請

取
、
乍
去
過
分
之
儀
者
不
宜
候
間
是
又
書
付
ニ
而
可
差
出
候

　

銀
座
の
洋
銀
引
替
は
、
こ
れ
ま
で
素
人
よ
り
直
接
差
し
出
さ
せ
て
引
き
替
え
て

い
た
が
、
こ
れ
よ
り
本
両
替
屋
・
引
替
所
で
引
き
替
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
洋

銀
代
り
金
は
翌
日
か
翌
々
日
に
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
、
引
替
高
は
七
〇
〇
〇
両
位

を
見
積
も
る
。
引
替
賃
は
引
替
人
よ
り
受
け
取
る
が
、
過
分
に
な
る
の
は
良
く
な

い
の
で
書
付
を
差
し
出
す
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
引
替
所
石
川
屋
・
井
善
・
村

田
七
右
衛
門
（
以
下
、
村
田
と
記
す
）・
中
井
・
竹
原
か
ら
銀
座
へ
出
さ
れ
た
同

二
七
日
付「
御
尋
ニ
付
以
書
付
奉
申
上
候
」に
は
、特
に「
御
代
金
即
日
に
も
御
下
ヶ

渡
被
下
置
候
ハ
者
、
聊
差
支
無
御
座
此
段
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
」
と
あ
り
、
銀
座

よ
り
の
洋
銀
代
り
金
は
即
日
下
げ
渡
し
て
く
れ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
と
申
し
上
げ

て
お
り
、
洋
銀
代
り
一
分
銀
の
迅
速
な
交
付
こ
そ
を
望
ん
で
い
る
。

　

四
月
一
九
日
に
銀
座
で
竹
原
・
中
井
・
村
田
・
井
善
・
石
川
屋
が
呼
ば
れ
次
の

「
申
渡
」
を
受
け
た
。

市
中
・
在
方
之
分
洋
銀
引
替
方
向
後
座
方
お
ゐ
て
引
替
相
断
、
其
方
共
江
引

替
為
取
計
候
間
、
聊
之
口
銭
を
以
無
滞
引
替
候
様
可
相
心
得
候

　

市
中
・
在
方
分
の
洋
銀
引
替
は
銀
座
で
は
せ
ず
、
引
替
方
で
引
き
替
え
る
が
、

少
し
の
口
銭
を
取
っ
て
も
よ
い
が
支
障
な
い
引
き
替
え
を
す
る
よ
う
述
べ
て
お

り
、
こ
こ
で
本
両
替
や
引
替
所
が
望
む
洋
銀
引
替
が
実
現
し
た
。
翌
二
〇
日
に
こ
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の
五
軒
は
銀
座
へ
口
銭
の
件
で
「
御
尋
ニ
付
以
書
付
奉
申
上
候
」
を
出
し
、
そ
こ

で「
洋
銀
引
替
料
其
外
為
諸
雑
費
壱
枚
ニ
付
四
分
五
厘
ツ
ヽ
口
銭
引
替
人
ゟ
申
請
、

精
々
上
納
可
仕
候
」
と
あ
り
、
洋
銀
一
枚
に
つ
き
洋
銀
引
替
料
と
そ
の
他
諸
雑
費

で
銀
〇
・
四
五
匁
を
引
替
人
よ
り
受
け
取
り
、
洋
銀
は
銀
座
へ
上
納
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
更
に
、
同
二
四
日
に
町
奉
行
所
よ
り
申
四
月
付
「
申
渡
」
が
出
た
。

　

一�

市
中
其
外
洋
銀
所
持
之
者
共
引
替
方
間
ニ
合
兼
通
用
か
た
不
融
通
ニ
付
、
壱

分
銀
吹
方
員
数
相
増
候
所
座
方
一
手
ニ
而
者
引
替
方
混
雑
い
た
し
候
ニ
付
、

本
両
替
屋
并
座
方
附
両
替
屋
江
為
引
請
引
替
候
筈
ニ
候
間
、
右
両
替
屋
共
相

心
得
多
之
分
切
賃
等
不
請
取
引
替
候
様
可
致（

（3
（

　

市
中
そ
の
他
地
域
の
洋
銀
持
主
へ
の
引
き
替
え
が
間
に
合
わ
ず
不
融
通
で
あ

り
、
安
政
一
分
銀
の
鋳
造
高
を
増
や
し
た
が
銀
座
一
手
だ
け
で
は
引
替
混
雑
に
な

る
。
本
両
替
屋
と
銀
座
付
の
両
替
屋
で
引
き
替
え
る
筈
の
た
め
、
多
分
の
切
賃
を

取
ら
な
い
よ
う
述
べ
て
い
る
。
引
替
所
指
定
は
、本
両
替
は
三
井
次
郎
右
衛
門（
駿

河
町
）、
竹
原
屋
文
右
衛
門
（
室
町
三
丁
目
）、
中
井
新
右
衛
門
（
金
吹
町
）、
村

田
七
右
衛
門
（
神
田
佐
柄
木
町
）。
座
方
付
は
嶋
田
屋
利
七
（
三
組
両
替
屋
、
本

舩
町
）、
井
筒
屋
善
次
郎
（
七
番
組
両
替
屋
、
田
所
町
）、
竹
川
屋
彦
次
郎
（
九
番

組
両
替
屋
、
南
茅
場
町
）、
美
濃
屋
利
右
衛
門（

（3
（

（
十
番
組
両
替
屋
、
元
大
坂
町
）、

伊
勢
屋
吉
之
助
（
十
壱
番
組
両
替
屋
、
呉
服
町
）、
石
川
屋
庄
次
郎
（
二
拾
番
組

両
替
屋
、
神
田
旅
籠
町
）
の
一
〇
軒
だ
っ
た
。

三　

万
延
元
年
の
貨
幣
混
乱

１　

江
戸
で
の
天
保
金
引
替
騒
動

　

中
井
「
改
五
拾
九
番
日
記
」
の
「
保
正
字
金
引
替
一
条
」
は
、
江
戸
で
の
天
保

金
増
歩
引
替
が
余
り
の
混
乱
の
た
め
後
の
咄
の
種
に
控
え
て
お
り
『
新
稿
両
替
年

代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
に
も
所
収
さ
れ
る（

（3
（

。
重
要
箇
所
を
月
毎
に
取
り
上
げ
考
察

を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

万
延
元
年
四
月
九
日
に
「
保
字
正
字
小
判
壱
分
判
并
弐
分
判
弐
朱
金
共
、
新
小

判
壱
分
判
弐
分
判
弐
朱
金
与
引
替
候
筈
ニ
候
条
、
引
替
御
用
相
勤
候
も
の
共
方
江

差
出
引
替
可
申
候（

（3
（

」
と
触
れ
出
さ
れ
た
。

　

一�

保
正
字
金
引
替
四
月
十
一
日
ゟ
相
始
候
所
此
引
替
初
発
ゟ
出
進
ミ
、
且
座
方

十
一
日
ゟ
十
三
日
迄
者
千
五
百
両
宛
御
引
替
相
成
、
十
五
日
ゟ
千
両
廿
日
ゟ

七
百
と
追
々
金
高
相
減
候
、
右
者
御
の
字
・
シ
付
の
座
方
直
引
替
多
ク
、
依

之
引
替
所
の
高
相
減
シ
候
哉
存
候（

（4
（

　

江
戸
で
は
四
月
一
一
日
よ
り
引
替
開
始
と
な
り
、
一
一
～
一
三
日
は
一
五
〇
〇

両
ず
つ
と
引
き
替
え
は
多
か
っ
た
が
、
一
五
日
以
降
は
一
〇
〇
〇
両
ず
つ
、
二
〇

日
以
降
は
七
〇
〇
両
ず
つ
と
減
少
し
た
。こ
れ
は
武
家
屋
敷
で
あ
る「
御
の
字
」や
、

金
銀
座
附
下
両
替
屋
で
あ
る
「
シ
付
の
座
方
」
か
ら
の
引
き
替
え
が
多
か
っ
た
た

め
、
引
替
所
の
引
替
高
が
減
っ
た
と
見
て
い
る
。

凡
百
万
両
ヨ
も
御
吹
溜
之
上
御
引
替
始
り
候
由
ニ
候
得
共
、
二
月
以
来
諸
国

ゟ
江
戸
表
江
入
津
の
保
金
モ
莫
大
之
事
ニ
而
、
御
引
替
始
り
候
ヲ
待
か
ま
え

居
、
我
勝
ニ
引
替
よ
ふ
と
申
人
気
一
般
ニ
而
、
座
方
者
勿
論
引
替
所
モ
追
々
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表１　万延元年～文久元年の江戸金貨引替

注１：三谷は三谷三九郎、竹原は竹原屋文右衛門、泉屋は泉屋吉次郎（南槙町）、井善は井筒屋善次郎、石川
は石川屋庄次郎、村七は村田七右衛門、美の利は美濃屋利右衛門、伊勢吉は伊勢屋吉之介、大兼は大和
屋兼三郎、新泉屋は泉屋栄次郎、竹川は竹川彦次郎、泉甚は和泉屋甚兵衛。

注２：古金の内訳は元文金・文政金・文政草文二分判（草中）・天保五両判。
注３：万延元年中井の天保金安政金は、９万7400両+１万9500両（別廉）。
注４：万延元年の天保二朱金は11～12月引替分。素人口を除くと計37万9,000両になる。
注５：文久元年の天保二朱金で外３軒は増田屋善次郎（7500両）木屋伝次郎（6000両）高崎屋長右衛門（1500両）。

尚、外３軒を除くと計44万4,200両になる。
出典：「改五拾九番日記」（万延元年〔国文学研究資料館所蔵　播磨屋中井両替店記録：26Ｕ―49〕（三井高維『新

稿両替年代記（巻一　資料篇）』岩波書店、1933年、707 ～ 708頁）、「改六拾番日記」（万延2年〔同上：
26Ｕ―51〕）より作成。

万延元年 文久元年
古金 天保二朱金 天保金安政金 古金 天保二朱金 安政二分判

両両両両両両両

天保金安政金

三井組
十人組
三谷
竹原
中井
泉屋
井善
石川
村七
美の利
伊勢吉
大兼
新泉屋
竹川
泉甚
素人口
外３軒
計算計
史料計

89,350
84,500
53,400
85,400
116,900
82,300
80,200
68,650
56,000
34,250
65,350
54,200
42,900
11,100

924,500
905,000

13,100
12,950
9,200
13,300
24,250
12,750
13,050
8,000
10,700
7,500
12,300
11,100
6,850
1,600

156,650

37,000
19,000

36,000
91,000
15,000
33,000
15,000
27,000
11,000
21,000
33,000
22,000
19,000

234,800

613,800

36,400
5,700
3,200
22,200
76,800
5,200
13,800
8,200
20,150
2,000
37,550
9,250
9,100
21,650
18,100

289,300

6,250
2,150
1,900
8,000
19,250
1,800
6,800
2,800
11,150
200
8,150
1,100
450
7,500
5,250

82,750

25,000
19,000
500

38,000
23,000
1,000
76,500
9,800
41,300
7,300
18,000
38,700
17,800
33,500
94,800

15,000

459,200

5,700
10,600

22,000
126,700
7,200
31,500
16,700
54,000
27,100
70,800
19,600
11,100
10,400
12,100

425,500



130

人
数
相
嵩
、
日
々
番
札
ヲ
以
壱
人
前
五
両
又
者
三
両
宛
引
替
遣
候
所
、
中
々

番
札
引
足
り
不
申
、
朝
之
内
ニ
出
シ
切
候
ゆ
へ
追
々
未
明
よ
り
参
り
、
終
ニ

者
夜
中
門
ト
口
江
押
寄
候
人
数
夥
敷
、
夜
明
迄
待
セ
候
而
者
矢
張
番
札
引
足

り
不
申（

（4
（

　

幕
府
は
ま
ず
一
〇
〇
万
両
余
を
備
え
て
引
き
替
え
に
臨
む
が
、
二
月
以
降
は
諸

国
か
ら
江
戸
へ
到
着
し
た
天
保
金
高
が
莫
大
と
な
り
、
引
替
開
始
を
待
ち
構
え
て

い
た
。
開
始
さ
れ
る
と
金
座
と
引
替
所
も
混
雑
し
、
番
札
を
配
り
引
替
高
も
制
限

し
て
引
き
替
え
た
。
し
か
し
番
札
は
不
足
し
朝
に
は
出
尽
く
す
た
め
、
未
明
よ
り

来
る
者
が
出
て
、夜
中
に
も
人
が
押
し
寄
せ
夜
明
け
を
待
た
ず
番
札
が
不
足
し
た
。

　

六
月
二
日
条
に
、江
戸
で
引
替
仲
間
一
同
へ
の
「
三
井
組
ゟ
廻
状
写
」
が
あ
り
、

こ
れ
は
三
井
組
が
同
日
に
金
座
引
替
懸
り
伊
佐
敬
助
に
呼
ば
れ
、
申
し
聞
か
さ
れ

た
四
箇
条
で
あ
る
。

　

一
保
字
金
引
替
之
義
以
来
正
字
金
取
交
、
軒
別
三
百
両
宛
差
出
可
申
事

　

一
元
文
金
ゟ
文
政
金
迄
者
今
日
ゟ
十
日
目
ニ
至
、
軒
別
千
両
宛
差
出
可
申
事

　

一�

慶
長
金
ゟ
乾
字
金
迄
者
溜
り
合
之
分
、
前
書
十
日
目
之
節
千
両
之
外
ニ
御
引

替
可
被
下
候
間
一
諸
ニ
差
出
可
申
事

　

一
古
金
類
御
引
替
元
手
者
御
渡
無
之
段
被
仰
聞
候
事（

（4
（

　

内
容
は
、
①
天
保
金
引
替
は
安
政
金
も
交
ぜ
、
一
軒
に
つ
き
三
〇
〇
両
ず
つ
差

し
出
す
。②
元
文
金
文
政
金
は
今
日
よ
り
一
〇
日
目
毎
に
一
〇
〇
〇
両
差
し
出
す
。

③
慶
長
金
～
宝
永
乾
字
金
の
溜
り
分
が
、
元
文
金
文
政
金
一
〇
〇
〇
両
の
他
に
あ

る
な
ら
ば
一
緒
に
差
し
出
す
。
④
古
金
類
の
引
替
元
金
は
渡
さ
な
い
。

　

三
井
組
大
坂
支
配
人
か
ら
江
戸
支
配
人
へ
の
六
月
八
日
書
状
に
は
、
江
戸
で
の

古
金
類
引
替
の
再
開
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
元
文
金
文
政
金
が
中
心
に
な
る
古
金

類
引
替
は
従
来
の
方
法
と
は
違
う
形
で
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
問
題
点
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

古
金
類
御
引
替
之
儀
去
ル
二
日
座
方
ゟ
沙
汰
在
之
、
日
数
十
日
目
毎
ニ
引
替

所
軒
別
曽（

一
千
）仙

両
宛
御
引
替
相
成
候
旨
、
尤
御
元
手
金
此
度
者
相
渡
り
不
申
、

手
金
を
以
引
替
置
候
之
様
被
申
渡
候
、
就
而
者
保
字
金
引
替
是
迄
軒
別
日
々

マ（
三
百
）舟

両
宛
御
引
替
相
成
候
処
、
同
日
ゟ
保
字
正
字
金
取
交
壱
軒
前
日
々
マ（

三
百
）舟

両
宛
差
出
可
申
様
与
被
申
渡
候
、
依
之
尚
々
保
字
金
引
替
六
ヶ
敷
相
成
御
心

配
被
成
候
旨（

（4
（

　

六
月
二
日
に
金
座
で
古
金
類
引
替
の
沙
汰
が
出
た
が
、
一
〇
日
目
毎
に
引
替
所

各
家
が
一
〇
〇
〇
両
ず
つ
引
き
替
え
に
な
っ
た
が
、
金
座
か
ら
引
替
元
金
は
渡
さ

れ
な
い
た
め
各
家
の
手
金
で
引
き
替
え
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た
。
天
保
金
引
替
は

こ
れ
ま
で
各
家
が
一
日
三
〇
〇
両
ず
つ
引
き
替
え
て
き
た
が
、
同
二
日
よ
り
天
保

金
安
政
金
で
各
家
が
一
日
三
〇
〇
両
ず
つ
金
座
へ
差
し
出
す
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
で
も
天
保
金
引
替
高
が
尚
も
不
足
し
困
難
な
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
指
摘
通
り
、中
井
・
竹
原
・
三
井
組
が
金
座
へ
出
し
た
申
七
月
五
日
付「
以

書
付
奉
願
上
候
」
で
は
、
群
集
が
引
き
替
え
に
殺
到
し
「
甚
当
惑
仕
候
、
当
時
之

姿
ニ
而
者
三
ヶ
一
茂
行
届
不
申
」
と
あ
り
、
引
替
要
求
の
三
分
一
も
行
き
届
い
て

い
な
い
た
め
、
天
保
金
安
政
金
・
古
金
類
の
引
替
高
増
加
を
願
い
出
た（

（4
（

。

　

そ
し
て
、安
政
一
分
銀
浮
説
一
条
と
も
重
な
る
七
月
頃
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

見
世
の
口
江
詰
寄
候
人
数
夜
中
ニ
至
而
者
五
六
千
人
ニ
相
余
り
、
石
町
金
沢

の
角
ゟ
本
町
の
通
江
溢
れ
候
程
故
、
引
替
モ
一
人
壱
両
宛
ニ
致
候
所
右
の
札
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壱
枚
六
匁
よ
り
弐
朱
位
迄
ニ
売
れ
、
小
前
者
ニ
者
よ
き
う
る
を
ひ
の
由
、
或

者
番
札
売
買
の
世
利
合
等
盆
前
後
者
札
売
の
気
配
至
而
強
、
又
者
贋
札
ヲ
拵

売
付
候
も
の
有
之
、
右
大
群
集
に
て
夜
中
白
玉
水
或
者
夜
そ
ば
売
・
喰
物
商

人
等
近
辺
へ
出
候（

（4
（

　

店
口
に
夜
中
で
も
五
、六
千
人
余
が
詰
め
寄
せ
、
引
き
替
え
も
一
人
一
両
ず
つ

に
限
っ
た
と
こ
ろ
番
札
が
六
匁
～
二
朱（

（4
（

で
売
れ
た
。
そ
し
て
番
札
の
競
合
い
や
贋

番
札
も
登
場
し
、
大
群
集
を
相
手
に
喰
物
商
人
も
現
れ
た
。「
引
替
所
家
々
之
取

扱
振
」
に
は
大
和
屋
兼
三
郎
の
番
札
取
の
様
子
が
「
盆
前
ニ
至
明
日
引
替
札
差
出

候
と
申
、
見
世
先
江
札
ヲ
掛
候
所
、
前
夜
中
よ
り
札
取
の
者
潮
の
わ
く
如
ク
大
兼

ヲ
目
当
ニ
時
の
聲
ヲ
揚
押
寄
候
、
其
有
様
猛
威
盛（

（4
（

」
と
記
さ
れ
、
引
替
目
的
の
群

集
で
は
な
く
番
札
の
確
保
と
取
引
の
大
群
と
化
し
て
い
た
。

　

他
方
、
三
井
組
大
坂
支
配
人
か
ら
江
戸
支
配
人
へ
の
七
月
二
日
書
状
に
は
、
こ

の
時
期
の
江
戸
で
の
引
き
替
え
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
大
坂
か
ら
こ
の
先
差
し
下

す
天
保
金
を
如
何
に
組
み
込
む
か
が
問
題
だ
っ
た
。
ま
ず
江
戸
で
の
七
～
八
月
の

引
替
見
込
を
述
べ
て
い
る
。

其
後
座
方
相
減
し
当
節
其
元
店
分
日
々
漸
々
セ（

二
百
）舟
両
宛
引
替
相
成
候
義
ニ
而

（
中
略
）御
役
所
向
・
無
拠
御
屋
敷
向
等
御
申
込
之
廉
皆
無
御
断
も
難
被
申
上
、

多
少
共
御
手
金
を
以
御
引
替
候
ニ
付
金
操（

繰
）甚

御
六
ヶ
敷
、
尤
七
月
上
旬
よ
り

ハ
少
々
宛
も
引
替
相
増
可
申
哉
之
御
見
込
被
仰
聞
候
得
共
、
座
方
ニ
而
も
俄

御
入
用
筋
ニ
而
金
高
御
金
蔵
納
出
来
、
迚
も
七
月
中
者
引
替
金
高
相
増
候
御

見
留
無
之
、
其
上
模
様
ニ
寄
引
替
休
日
も
出
来
可
申
、
何
れ
ニ
茂
八
月
ニ
至

り
候
半
而
者
少
々
宛
も
引
替
増
方
ニ
者
相
成
申
間
敷
旨
、
内
々
御
承
り
甚
御

当
惑
思
召
、
尚
追
々
盆
前
ニ
も
向
ひ
平
常
迚
も
金
操（

繰
）世

話
敷
時
節
之
処
、
当

節
者
右
様
御
手
金
御
引
替
溜
り
合
等
有
之
此
姿
ニ
引
替
準
ニ
而
者
、
盆
前
御

操（
繰
）合

方
如
何
ニ
も
被
成
候
分
無
之
御
心
痛
千
万
思
召（

（4
（

　

そ
の
後
、
金
座
で
も
引
替
高
を
減
ら
し
其
元
店
で
あ
る
江
戸
店
も
一
日
二
〇
〇

両
ず
つ
引
き
替
え
て
い
る
。
役
所
や
大
名
屋
敷
か
ら
引
替
依
頼
が
あ
る
と
断
り
き

れ
ず
、
多
少
は
自
ら
の
手
金
で
引
き
替
え
て
い
る
た
め
金
繰
り
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
七
月
上
旬
よ
り
少
し
は
引
替
高
が
増
え
る
見
込
み
を
聞
い
て
い
た
が
、
金

座
で
は
俄
に
御
金
蔵
納
分
の
鋳
造
が
優
先
に
な
っ
た
。
と
て
も
七
月
中
の
引
替
高

増
加
の
見
込
み
も
立
た
な
く
な
り
模
様
に
よ
り
引
替
休
日
も
あ
り
え
、
八
月
に
な

ら
な
い
と
引
替
高
増
加
に
な
ら
な
い
旨
を
聞
き
当
惑
し
て
い
る
。
盆
前
に
向
け
金

繰
り
が
多
い
時
期
に
な
る
が
、
当
節
で
は
手
金
で
引
き
替
え
て
お
り
、
盆
前
の
繰

合
方
が
ど
う
な
る
か
心
配
し
て
い
る
。
更
に
次
の
文
が
続
く
。

如
此
之
次
第
ニ
付
今
般
差
下
之
保
字
金
着
相
成
候
共
、
日
々
舟（

百
）両

者
扨
置
シ（

十
）

両
も
引
替
難
御
差
加
、
外
下
引
替
之
向
も
是
迄
日
々
セ（
二
百
）舟
両
宛
座
方
ニ
而
引

替
候
処
、
四
五
日
前
ゟ
舟（

百
）両

ツ
ヽ
ニ
相
成
、
却
而
其
元
方
江
頼
談
ニ
罷
越
候

始
末
、
依
之
代
り
金
御
取
付
可
相
成
廉
、
其
元
ニ
而
御
渡
為
替
之
儀
、
何
様

御
厚
配
懸
御
手
段
候
而
も
御
渡
方
難
御
出
来（

（4
（

　

大
坂
か
ら
差
し
下
し
た
天
保
金
が
江
戸
着
に
な
っ
て
も
、
一
日
に
一
〇
〇
両
で

も
一
〇
両
で
も
引
き
替
え
に
加
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
江
戸
で
下
引
替
の
両
替
商

は
、
こ
れ
ま
で
一
日
に
二
〇
〇
両
ず
つ
金
座
で
引
き
替
え
て
い
た
が
四
、五
日
前

よ
り
一
〇
〇
両
へ
と
減
り
、
三
井
組
へ
も
引
替
依
頼
に
来
る
始
末
で
あ
る
。
こ
の

結
果
、
大
坂
か
ら
差
し
下
し
た
天
保
金
の
代
り
金
は
、
江
戸
か
ら
為
替
で
大
坂
へ
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送
金
し
た
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

江
戸
で
は
八
月
二
日
に
馬
込
勘
解
由
と
竹
原
で
相
談
が
持
た
れ
「
此
程
保
字
金

引
替
方
市
中
行
届
不
申
、
依
之
番
組
両
替
屋
江
も
御
引
替
御
用
被
仰
付
候
様
南
御

番
処
江
願
出
候
趣
、
右
願
之
通
被
仰
付
候
而
も
差
支
候
義
無
之
哉
」
と
あ
る
。
天

保
金
引
替
が
行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
、
番
組
両
替
屋
へ
も
引
替
御
用
を
仰
せ
付

け
て
貰
い
た
い
と
江
戸
町
奉
行
南
御
番
所
へ
願
い
出
た
の
で
、
仰
せ
付
け
ら
れ
て

も
差
し
支
え
な
い
か
打
診
し
て
お
り
、
本
両
替
四
軒
で
は
八
月
二
日
付
「
以
書
附

御
答
申
上
候
」
で
二
箇
条
を
示
し
返
答
し
た
。

　

一�

御
引
替
処
之
義
者
当
時
八
軒
江
被
仰
付
是
迄
日
々
無
滞
御
用
相
勤
居
候
、
乍

去
番
組
両
替
屋
と
も
右
御
引
替
所
願
之
通
被
仰
付
候
共
、
於
私
共
者
毛
頭
差

支
無
御
座
候

　

一�

保
字
正
字
金
引
替
日
々
軒
別
従
座
方
金
三
百
両
宛
之
御
引
替
ニ
付
、
右
ニ
準

シ
日
々
割
合
引
替
い
た
し
居
候
義
ニ
御
座
候
、
尤
座
方
御
引
替
高
之
増
減
シ

ニ
寄
引
替
人
江
も
増
減
有
之
候
義
ニ
御
座
候

　

天
保
金
引
替
は
八
軒
で
行
っ
て
い
る
が
、
番
組
両
替
屋
が
加
わ
っ
て
も
差
し
支

え
な
い
。
次
に
天
保
金
安
政
金
引
替
で
は
一
日
一
軒
当
り
金
座
よ
り
三
〇
〇
両
ず

つ
の
引
替
高
の
た
め
、
こ
れ
に
準
じ
た
引
替
高
に
な
る
。
金
座
の
引
替
高
の
増
減

に
よ
り
引
替
人
へ
の
増
減
も
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

九
月
下
旬
ニ
至
引
替
出
薄
相
成
漸
人
気
鎮
り
申
候
、
誠
ニ
前
代
未
聞
之
御
引

4

4

4

4

4

4

4

替
如
斯
之
大
混
雑

4

4

4

4

4

4

4

ニ
付
、
御
用
筋
ト
者
乍
申
、
一
ト
し
き
り
の
人
気
に
者
大

ヰ
ニ
心
配
致
候
所
、
先
以
無
何
事
万
端
相
済
候
段
一
同
安
心
大
悦
無
此
上
事

ニ
候（

（5
（

（
注
―
傍
点
筆
者
）

　

九
月
下
旬
に
引
き
替
え
が
出
薄
に
な
り
混
雑
も
収
束
し
て
い
っ
た
が
、
傍
点
部

4

4

4

分4

の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
日
本
経
済
で
類
を
見
な
い
高
率
の
増
歩
引
替
が
江
戸

で
の
引
替
混
雑
を
象
徴
し
て
い
る
。
竹
原
・
三
井
組
が
金
座
へ
出
し
た
九
月
二
七

日
付
「
以
書
付
奉
願
上
候
」
で
も
、
天
保
金
安
政
金
引
替
で
は
日
々
五
〇
〇
両
を

金
座
へ
納
め
て
き
た
が
引
替
高
が
減
っ
た
た
め
、
古
金
類
と
天
保
金
安
政
金
を
取

り
交
ぜ
て
日
々
上
納
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る（

（5
（

。

　

表
１
に
万
延
元
年
四
月
一
〇
日
～
一
二
月
二
六
日
の
江
戸
で
の
引
替
高
を
示
し

た
が
、特
に
天
保
金
安
政
金
は
「
此
外
引
替
所
銘
々
別
廉
有
之
金
高
不
相
知
候
事
」

と
あ
り
、別
廉
分
が
不
明
故
か
数
字
が
計
算
と
史
料
で
異
な
り
混
乱
を
物
語
る
が
、

一
〇
〇
万
両
程
は
引
き
替
え
た
と
見
ら
れ
る
。
金
座
の
引
替
所
は
八
軒
、
座
付
引

替
は
六
軒
で
大
和
屋
兼
三
郎
（
大
兼
）
と
泉
屋
栄
次
郎
（
新
泉
屋
）
が
三
月
頃
に

加
わ
り
、
他
方
銀
座
の
引
替
所
は
泉
屋
を
除
く
七
軒
、
座
付
引
替
は
四
軒
（
島
新
・

美
の
利
・
竹
川
屋
・
伊
勢
吉
）
で
あ
る
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
、二
月
一
八
日

ま
で
万
延
二
年
）
は
「
当
酉
年
中
引
替
高
」
が
あ
り
併
せ
て
示
す
が
、
天
保
金
安

政
金
引
替
高
は
約
二
九
万
両
程
だ
っ
た（

（5
（

。

２　

洋
銀
引
替
停
止
と
安
政
一
分
銀
浮
説
一
条

　

中
井
の
「
当
申
年
中
保
正
字
金
引
替
相
庭
高
下
之
控
、
附
洋
銀
・
古
赤
其
外
引

替
続（

（5
（

」
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
両
替
と
座
方
付
で
洋
銀
引
替
所
と
な
っ
た
一
〇

軒
は
、
そ
の
後
「
洋
銀
壱
枚
ニ
付
切
賃
四
分
五
厘
ツ
ヽ
受
取
一
日
千
枚
位
宛
引
替

遣
シ
●
翌
日
銀
座
江
持
参
、
相
預
置
七
八
日
目
ニ
代
り
金
御
下
ヶ
ニ
相
成
り
始
終

座
方
へ
七
八
千
枚
置
居
之
形
ニ
而
連
々
引
替
致
居
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
洋
銀
一
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枚
に
つ
き
受
取
切
賃
銀
〇
・
四
五
匁
で
、
一
日
一
〇
〇
〇
枚
位
を
引
き
替
え
て
翌

日
銀
座
へ
納
め
、
七
～
八
日
後
に
洋
銀
代
り
金
を
受
け
取
る
た
め
絶
え
ず
銀
座
へ

七
、八
〇
〇
〇
枚
を
預
け
る
形
で
引
き
替
え
を
進
め
た
。
し
か
し
万
延
元
年
五
月

八
日
条
に
「
洋
銀
引
替
も
保
字
金
同
様
多
人
数
引
替
参
り
候
間
、
今
八
日
ゟ
番
札

ヲ
以
引
替
相
始
候
事（

（5
（

」
と
あ
り
、
洋
銀
引
替
で
も
天
保
金
同
様
に
多
人
数
が
つ
め

か
け
て
来
た
の
で
八
日
よ
り
番
札
で
の
引
き
替
え
に
し
た
。
更
に
「
引
替
人
相
嵩

番
札
ヲ
以
壱
人
前
拾
枚
又
者
五
枚
宛
引
替
遣
シ
候
、
此
節
洋
銀
内
々
取
引
四
拾

三
四
匁
ニ
而
高
下
、
其
後
四
十
四
匁
よ
り
四
匁
四
五
分
位
迄
引
上
ヶ
候
よ
し（

（5
（

」
と

あ
り
、
番
札
の
引
き
替
え
で
も
一
人
前
一
〇
枚
か
五
枚
と
引
替
高
を
限
り
、
洋
銀

の
内
々
取
引
で
一
ド
ル
が
四
三
匁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
四
四
匁
よ
り
四
四
・
四
〜

五
匁
位
へ
引
き
上
が
っ
た
。

　

そ
し
て
五
月
一
三
日
触
書
で
「
向
後
右
銀
銭
、
量
目
軽
重
・
極
印
有
無
ニ
不
拘

丁
銀
振
合
ニ
准
し
時
之
相
場
を
以
取
遣
可
致（

（5
（

」
と
宣
言
さ
れ
、
洋
銀
は
量
目
や
極

印
有
無
に
関
係
な
く
丁
銀
同
様
に
時
相
場
で
の
取
引
が
出
さ
れ
、引
替
所
で
は「
直

様
引
替
相
断
」と
あ
り
す
ぐ
引
替
中
断
を
し
た（

（5
（

。
翌
一
四
日
に
本
両
替
四
軒
は「
銀

座
役
所
江
願
書
」
を
出
し
た
。

　

一�

先
般
洋
銀
引
替
御
用
私
共
へ
被
仰
付
一
同
難
有
出
精
上
納
仕
来
候
、
然
ル
処

昨
十
三
日
御
触
之
通
、
時
相
場
ヲ
以
取
遣
仕
候
義
奉
畏
候
、
尤
同
日
上
納
仕

候
分
者
前
十
二
日
全
て
手
元
引
替
高
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
先
前
差
出
置
候
同

様
之
御
振
合
ニ
奉
願
上
度
、
且
ハ
銘
々
共
元
手
薄
之
折
柄
ニ
而
十
三
日
納
分

時
之
相
場
ヲ
以
代
金
御
下
ヶ
相
成
候
節
者
一
同
難
渋
仕
候
付
、
何
卒
是
迄
之

振
合
ニ
而
金
三
分
ツ
ヽ
之
御
引
替
ニ
被
成
下
置
候
様
、
此
段
御
聞
済
之
程
偏

ニ
奉
願
上
候

　

本
両
替
は
洋
銀
引
替
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
洋
銀
も
上
納
し
て
き
た
が
、
一
三

日
触
書
で
洋
銀
は
時
相
場
で
の
取
引
と
な
っ
た
。
一
三
日
上
納
洋
銀
は
一
二
日
に

全
て
手
元
で
引
き
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
先
も
こ
れ
ま
で
の
振
合
い
を
願
い

出
て
い
る
。
且
つ
各
軒
で
も
元
手
は
薄
い
た
め
一
三
日
納
洋
銀
を
時
相
場
に
よ
る

代
金
を
交
付
さ
れ
て
は
難
渋
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
振
合
い
の
洋
銀
一
枚
は
一

分
銀
三
分
で
引
替
代
り
金
の
交
付
を
願
い
出
た
。
こ
れ
に
対
し
銀
座
は
「
半
高
丈

先
前
之
通
御
聞
済
ニ
相
成
、
跡
半
高
ハ
時
相
場
を
以
御
下
ヶ
ニ
相
成
候
よ
し
」
と

あ
り
、半
高
だ
け
こ
れ
ま
で
の
一
分
銀
三
分
で
引
替
代
り
金
の
交
付
を
認
め
た
が
、

残
り
半
高
は
時
相
場
で
の
洋
銀
払
下
代
金
高
を
渡
す
返
答
を
し
た
。

　

重
ね
て
四
軒
は
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
を
出
し
、「
残
半
高
之
儀
時
相
庭

ニ
而
御
買
上
相
成
候
而
者
全
手
元
損
毛
相
成
一
同
難
渋
仕
候
、
何
卒
格
別
之
御
憐

察
ヲ
以
跡
半
高
之
儀
ハ
前
之
通
御
引
替
被
成
下
置
候
様
御
聞
済
之
程
偏
ニ
」
と
願

い
上
げ
た
。
半
高
は
時
相
場
で
銀
座
が
買
い
上
げ
て
は
相
場
損
失
が
出
る
た
め
、

格
別
の
憐
察
で
半
高
は
こ
れ
ま
で
の
三
分
引
替
を
要
望
し
た
が
「
御
聞
済
無
之
、

書
面
御
下
ヶ
戻
シ
相
成
候
事
」
と
あ
り
却
下
さ
れ
て
い
る
。
五
月
一
五
日
に
本
両

替
四
軒
は
洋
銀
相
場
立
に
つ
い
て
南
町
奉
行
所
へ
伺
書
を
出
し
た（

（5
（

。

　

一�

外
国
銀
銭
之
義
ニ
付
今
般
御
触
面
之
趣
奉
畏
候
、
然
ル
処
丁
銀
之
義
ハ
壱
枚

四
拾
三
匁
御
定
ニ
而
時
相
場
高
下
有
之
、
洋
銀
壱
枚
七
匁
已
上
之
分
量
目
軽

重
御
極
印
有
無
ニ
不
拘
丁
銀
振
合
ニ
準
シ
時
相
場
ヲ
以
取
遣
可
仕
旨
被　

仰

出
、
右
者
四
拾
五
匁
御
定
与
心
得
可
申
哉
御
伺
奉
申
上
候

　

洋
銀
に
関
し
触
書
が
出
さ
れ
、
丁
銀
一
枚
は
四
三
匁
定
で
時
相
場
取
引
さ
れ
、
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一
枚
七
匁
以
上
あ
る
洋
銀
も
時
相
場
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
洋
銀
は
四
五

匁
定
と
心
得
て
よ
い
の
か
尋
ね
て
い
る
。
五
月
の
引
替
所
で
の
洋
銀
引
替
廃
止
と

洋
銀
時
相
場
取
引
で
受
け
た
煽
り
を
、
中
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

猶
一
同
相
談
致
候
所
、
如
何
に
も
無
利
成
仰
ニ
候
得
共
、
昨
年
以
来
両
替
屋

者
よ
い
〳
〵
と
申
人
口
の
響
歟
、
兎
角
当
節
柄
押
而
強
ク
者
言
ぬ
が
よ
か
ろ

ふ
、
ま
け
ろ
〳
〵
と
相
談
一
決
致
候
、
当
店
な
ぞ
者
千
枚
之
内
五
百
枚
丈

が
相
場
ニ
成
候
迄
ニ
候
得
共
、
中
ニ
者
三
千
五
千
之
半
高
相
場
仕
切
者
甚
迷

惑
也
、
其
外
に
も
追
々
納
候
積
ヲ
以
多
分
買
込
候
も
の
も
有
之
よ
し
、
是
等

者
多
分
の
損
毛
気
の
毒
ニ
存
候（

（5
（

　

本
両
替
の
相
談
で
は
無
理
あ
る
要
求
だ
と
述
べ
、
昨
年
以
降
本
両
替
側
は
何
で

も
承
諾
し
た
こ
と
が
響
い
た
と
反
省
し
て
お
り
、
強
く
も
言
え
ず
仕
方
な
い
た
め

負
け
を
選
ん
だ
。
損
失
は
中
井
で
一
〇
〇
〇
枚
の
内
五
〇
〇
枚
が
時
相
場
買
い
上

げ
に
な
っ
た
が
、
中
に
は
三
千
五
千
枚
の
半
高
を
時
相
場
で
仕
切
ら
れ
た
者
も
い

て
迷
惑
し
て
い
る
。
他
に
も
今
後
の
洋
銀
納
を
見
込
ん
で
買
い
入
れ
た
者
も
い
て

多
分
の
損
失
は
気
の
毒
と
同
情
し
て
い
る
。
以
上
の
背
景
に
は
、
洋
銀
一
枚
＝
一

分
銀
三
枚
の
維
持
困
難
の
土
壌
に
、
天
保
金
の
み
な
ら
ず
洋
銀
で
も
引
替
熱
が
加

わ
る
こ
と
で
、
洋
銀
忌
避
と
幕
府
に
も
価
値
の
維
持
防
衛
が
で
き
な
い
判
断
と
な

り
、
洋
銀
相
場
へ
急
展
開
を
切
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
月
二
六
日
に
は
洋
銀
相
場
が
立
た
な
い
た
め
、
竹
原
が
奉
行
所
へ
伺
う
と
下

知
次
第
に
相
場
が
立
つ
と
の
返
答
だ
っ
た
。
し
か
し
相
場
が
立
つ
ま
で
の
間
、
連

鎖
的
な
影
響
も
江
戸
で
起
き
、
洋
銀
吹
き
直
し
で
あ
る
安
政
一
分
銀
の
通
用
価
値

も
疑
問
視
さ
れ
た
。
七
月
一
九
日
昼
後
よ
り
安
政
一
分
銀
を
持
参
し
外
金
銀
貨
を

望
む
者
が
多
く
つ
め
か
け
、
安
政
一
分
銀
が
二
朱
通
用
に
な
る
と
風
説
し
た
。
本

両
替
仲
間
一
同
で
相
談
し
世
話
掛
り
名
主
衆
へ
書
面
を
出
し
た
が
、
こ
の
書
面
が

本
両
替
か
ら
出
さ
れ
た
七
月
二
〇
日
付
「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
で
あ
る
。

　

一�

昨
十
九
日
何
故
歟
俄
ニ
新
壱
分
銀
持
参
致
、
弐
朱
金
・
弐
分
判
・
壱
朱
銀
之

内
ヲ
引
替
呉
候
様
申
参
候
向
多
分
有
之
、
夫
ニ
持
合
之
分
売
渡
候
得
共
、
夕

気
至
候
而
者
弥
以
望
人
相
進
ミ
銘
々
手
限
り
売
払
候
ニ
付
所
持
無
之
趣
申
答

置
候
、
然
ル
処
今
朝
ニ
至
引
続
右
金
品
相
望
候
も
の
多
分
有
之
候
ニ
付
、
払

底
之
趣
相
断
居
候
得
共
、
何
分
混
雑
当
惑
仕
候
ニ
付
此
段
御
届
奉
申
上
候
、

以
上

　
　
　

申
七
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
両
替
屋
代
四
人

　
　
　
　

但
三
組
・
番
組
・
銭
屋
ゟ
も
同
様
、
且
者
銭
買
廻
り
候
由
御
届
差
出
候

右
一
条
十
八
九
日
ゟ
同
夜
廿
日
ニ
至
候
而
者
、
赤
・
中
・
小
白
ヲ
買
ニ
参
候

も
の
又
者
銭
買
集
ニ
廻
り
候
も
の
も
有
之
様
、
其
烈
敷
事
誠
混
雑
致
候
、
新

壱
分
銀
俄
ニ
半
減
通
用
に
も
成
へ
く
な
ど
異
説
致
候（

（6
（

　

一
九
日
に
理
由
は
不
明
だ
が
、
俄
に
安
政
一
分
銀
を
持
参
し
二
朱
金
・
二
分
判
・

一
朱
銀
へ
の
引
替
希
望
者
が
続
出
し
、
夕
方
に
は
そ
の
数
を
増
や
し
た
。
希
望
者

に
対
し
て
は
、
そ
れ
ら
外
金
銀
貨
全
て
を
売
り
払
っ
た
と
答
え
た
。
二
〇
日
朝
に

も
前
日
同
様
に
多
人
数
が
押
し
か
け
、
払
底
を
理
由
に
断
る
状
況
が
続
く
。
こ
の

現
象
は
本
両
替
の
み
に
限
ら
ず
、
三
組
・
番
組
・
銭
屋
で
も
銭
の
買
い
集
め
に
遭
っ

て
お
り
混
乱
は
二
〇
日
ま
で
続
き
、
安
政
一
分
銀
の
通
用
価
値
が
二
朱
へ
下
が
る

噂
も
流
れ
る
。
中
井
で
も
浮
説
一
条
で
江
戸
市
中
の
大
混
雑
を
記
録
し
て
い
る
。

新
壱
分
銀
ヲ
以
、
米
・
銭
或
者
当
季
入
モ
セ
ヌ
も
の
な
ど
買
廻
り
、
売
人
も
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風
説
ヲ
聞
、
代
ロ
も
の
売
切
候
趣
又
者
見
世
掃
除
等
致
家
業
相
休
、
喰
物
見

世
等
迄
新
一
分
銀
ニ
而
者
釣
銭
不
差
出
、
小
前
之
も
の
な
ぞ
米
ヲ
買
に
も
米

屋
ニ
而
請
取
ぬ
向
も
有
り
、
終
ニ
者
口
論
に
及
、
今
に
も
打
こ
わ
し
の
初
ル

哉
ト
存
候
程
に
人
気
立
登
り
候（

（6
（

　

安
政
一
分
銀
を
持
つ
者
は
米
や
銭
、
無
用
物
ま
で
買
い
漁
っ
た
。
風
説
を
聞
い

た
売
る
側
は
商
品
を
完
売
し
た
様
子
を
見
せ
つ
け
、
又
は
休
店
し
て
掃
除
を
し
て

い
る
。
喰
物
店
で
は
安
政
一
分
銀
で
代
金
を
支
払
っ
て
も
釣
銭
は
出
さ
な
い
態
度

を
と
っ
た
。
小
前
の
者
が
米
屋
で
米
を
買
う
に
も
安
政
一
分
銀
を
拒
む
店
も
あ
り

口
論
に
も
な
り
、
打
ち
こ
わ
し
へ
発
展
し
兼
ね
な
い
程
に
緊
迫
し
た
。
そ
し
て
混

乱
を
鎮
静
す
る
べ
く
七
月
二
〇
日
に
小
口
年
番
名
主
共
へ
「
申
渡
」
が
出
さ
れ
た
。

壱
分
銀
之
義
相
場
下
落
可
致
哉
之
趣
浮
説
致
両
替
商
内
向
等
見
合
候
由
相
聞

以
之
外
之
事
候
、
右
様
之
義
者
更
ニ
無
之
候
間
、
通
用
方
無
差
滞
可
致
、
此

上
同
様
不
取
留
義
申
触
両
替
其
外
差
支
候
義
、
有
之
ニ
お
ゐ
て
者
厳
重
之
可

及
沙
汰
条
心
得
違
致
間
敷
候
、
此
旨
市
中
不
洩
様
早
々
可
申
通
候（

（6
（

　

安
政
一
分
銀
が
価
値
切
り
下
げ
に
な
る
浮
説
が
流
れ
、
両
替
商
で
の
取
引
見
合

せ
に
な
っ
て
い
る
が
、
安
政
一
分
銀
の
価
値
切
り
下
げ
は
無
い
こ
と
を
市
中
へ
申

し
通
す
よ
う
述
べ
て
い
る
。

　

七
月
一
九
～
二
〇
日
に
安
政
一
分
銀
で
両
替
し
た
金
銀
銭
高
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
竹
原
で
は
二
五
〇
〇
両
を
二
分
判
へ
、
一
五
〇
両
を
小
判（

（6
（

へ
両
替
し
た
。
中

井
で
は
三
七
四
〇
両
を
二
分
判
へ
、
村
田
で
は
一
三
二
〇
両
を
二
分
判
・
一
朱
銀
・

百
文
銭
へ
両
替
し
た
。
尚
、
三
井
組
は
「
七
月
十
九
日
廿
日
上
方
御
為
替
金
着
ニ

付
御
繁
用
ニ
而
同
日
新
壱
分
銀
両
替
相
断
候
由
、
被
申
立
候
事
」
と
あ
り
上
方
か

ら
の
為
替
金
到
着
を
理
由
に
両
替
に
応
じ
な
い
態
度
を
と
っ
た（

（6
（

。

　

三
井
組
で
は
八
月
一
〇
日
条
に
江
戸
町
奉
行
北
御
番
所
よ
り
、
浮
説
に
よ
る
騒

動
で
各
軒
の
両
替
有
無
を
書
面
で
差
し
出
す
よ
う
仰
せ
渡
さ
れ
、
同
日
付
「
御
尋

ニ
付
以
書
附
奉
申
上
候
」
を
出
し
た
。

去
月
十
九
日
新
壱
分
銀
浮
説
有
之
、
其
頃
両
替
之
模
様
御
尋
ニ
御
座
候
、
右

同
日
者
大
坂
表
御
金
蔵
ゟ
御
取
下
シ
銀
并
洋
銀
合
百
拾
箱
到
着
之
処
、
洋
銀

之
方
御
封
印
不
残
損
シ
有
之
改
包
直
シ
等
ニ
而
混
雑
罷
在
候
ニ
付
両
替
并
保

字
金
引
替
等
相
断
申
候
、
翌
廿
日
者
大
坂
表
ゟ
御
銀
三
百
貫
目
到
着
引
続
為

御
登
銀
三
百
貫
目
荷
造
仕
、
是
又
混
雑
罷
在
候
ニ
付
両
替
并
保
字
金
引
替
相

断
申
候
、
尤
御
金
荷
造
り
且
到
着
之
節
共
前
同
様
引
替
両
替
共
相
休
来
候
儀

ニ
御
座
候

　

江
戸
三
井
組
で
は
一
九
日
は
大
坂
御
金
蔵
よ
り
取
下
し
銀
と
洋
銀
が
一
一
〇
箱

江
戸
着
に
な
り
、
洋
銀
の
封
印
が
損
じ
て
お
り
改
包
直
し
で
混
雑
し
両
替
と
天
保

金
引
替
を
断
り
、
二
〇
日
も
大
坂
表
よ
り
銀
三
〇
〇
貫
目
が
江
戸
着
に
な
り
続
い

て
登
せ
銀
三
〇
〇
貫
目
荷
造
り
で
混
雑
し
両
替
と
天
保
金
引
替
を
断
っ
た
。
荷
造

り
や
到
着
の
際
は
前
同
様
に
引
替
両
替
を
休
業
す
る
と
返
答
し
て
い
る
。

　

中
井
の
記
録
で
は
「
異
説
烈
風
の
如
ク
上
方
登
り
七
月
廿
五
六
日
頃
一
ト
し
き

り
京
大
坂
ニ
而
も
さ
わ
き
候
よ
し
也（

（6
（

」
で
終
る
が
、
浮
説
は
烈
風
の
如
く
上
方
へ

も
波
及
し
七
月
二
五
～
六
日
頃
に
大
坂
・
京
都
で
も
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
述
べ
る
が
、

大
坂
で
は
安
政
一
分
銀
で
外
金
銀
貨
の
買
い
集
め
や
騒
動
は
史
料
上
確
認
で
き
な

い
。
し
か
し
、
騒
動
を
鎮
静
化
さ
せ
た
旨
は
大
坂
へ
直
ち
に
通
知
さ
れ
た
。

　

大
坂
の
近
江
屋
猶
之
助
は
七
月
二
〇
日
付
で
「
此
度
於
江
戸
表
洋
銀
直
段
下
ニ
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も
可
相
成
哉
、
又
者
新
吹
壱
分
銀
も
直
段
下
り
、
壱
分
銀
ハ
弐
朱
之
通
用
ニ
可
相

成
哉
之
風
聞
有
之
候
得
共
全
く
浮
説
而
已
ニ
而
、決
而
左
様
之
義
無
之
」
と
記
し
、

江
戸
で
は
洋
銀
が
価
値
切
り
下
げ
、
安
政
一
分
銀
も
価
値
切
り
下
げ
で
二
朱
通
用

に
な
る
こ
と
は
浮
説
だ
と
断
言
し
て
お
り
、先
に
示
し
た
七
月
二
〇
日
付
「
申
渡
」

も
、
江
戸
井
善
か
ら
の
「
江
戸
御
触
之
写
」
と
し
て
記
し
て
い
る（

（6
（

。
他
方
、
三
井

組
大
坂
支
配
人
か
ら
江
戸
支
配
人
へ
の
八
月
二
日
書
状
に
は
「
去
月
十
九
日
ゟ
壱

分
銀
壱
ツ
弐
朱
歟
拾
匁
通
用
ニ
可
相
成
風
聞
ニ
而
市
中
一
統
俄
ニ
騒
々
敷
、
銭
両

替
屋
向
ニ
而
者
請
取
不
申
故
、
諸
商
人
茂
是
又
同
様
受
取
不
申
、
弥
以
不
通
用
之

体
相
見
得
下
々
之
者
全
業
体
ニ
差
障
、
既
ニ
大
混
雑
可
相
成
様
子
之
処
、
去
月
廿

日
暮
時
頃
別
紙
之
通
御
触
有
之
候
ニ
付
漸
々
穏
ニ
相
成
御
安
心
被
成
候（

（6
（

」と
記
し
、

七
月
一
九
日
に
安
政
一
分
銀
一
枚
が
二
朱
か
一
〇
匁
の
通
用
に
な
る
噂
が
流
れ
市

中
で
騒
が
し
く
な
っ
た
。
銭
両
替
屋
や
諸
商
人
は
安
政
一
分
銀
を
受
け
取
ら
ず
不

通
用
の
様
相
を
呈
し
大
混
雑
に
陥
る
が
、
二
〇
日
に
触
書
が
出
さ
れ
収
束
し
た
と

述
べ
る
。
江
戸
で
は
安
政
一
分
銀
の
価
値
を
め
ぐ
る
騒
動
が
短
期
間
だ
が
発
生
し

た
。
以
前
は
外
金
銀
貨
へ
の
両
替
要
求
の
元
は
洋
銀
だ
っ
た
が
、
浮
説
に
よ
る
騒

動
で
安
政
一
分
銀
へ
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

３　

初
期
洋
銀
相
場

　

幕
府
は
洋
銀
を
「
国
幣
に
交
へ
用
ふ
」
よ
う
命
令
し
た
が
通
用
せ
ず
、「
前
年

一
二
月
改
三
分
を
打
っ
た
こ
ろ
」「
官
令
あ
れ
ど
も
行
は
れ
ず
」
で
、
通
用
で
も

「
大
略
二
分
二
朱
」
＝
三
七
・
五
匁
（
金
一
分
＝
銀
一
五
匁
）
と
い
う
低
い
相
場
だ
っ

た（
（6
（

。

　

洋
銀
一
枚
（
四
五
匁
）
＝
一
分
銀
三
枚
（
一
五
匁
が
三
枚
）
の
関
係
は
崩
れ
、

洋
銀
相
場
は
万
延
元
年
「
八
月
廿
九
日
相
庭
立
候
様
被
仰
渡
、
九
月
二
日
夕
ゟ
於

会
所
気
配
相
立
候
」
と
あ
り
、
江
戸
南
町
奉
行
所
か
ら
八
月
二
九
日
に
相
場
立
が

仰
せ
渡
さ
れ
、
九
月
二
日
に
会
所
で
気
配
は
立
っ
た（

（6
（

。
情
報
は
少
な
い
が
、
九

月
九
日
夕
よ
り
相
場
が
立
ち
三
二
・
三
～
三
三
・
三
匁
、
九
月
中
頃
が
三
四
・
六
～

三
五
・
六
匁
、
九
月
二
三
日
と
一
〇
月
一
日
が
三
五
・
二
～
三
六
・
二
匁
だ
っ
た（

（7
（

。

小
野
一
一
郎
は
五
月
二
九
日
が
三
六
匁
、
七
月
が
三
〇
匁
、
八
月
が
三
二
匁
、
洋

銀
相
場
の
変
遷
は
研
究
に
よ
り
異
な
る
と
断
り
つ
つ
万
延
元
年
は
三
七
～
三
八
匁

と
指
摘
す
る
。
洞
富
雄
は
売
込
商
甲
州
屋
篠
原
忠
右
衛
門
・
直
太
郎
の
書
翰
に
六

月
一
〇
日
が
三
三
・
三
八
匁
、
一
〇
月
二
二
日
が
三
六
・
八
～
三
七
匁
と
抄
出
し
て

い
る（

（7
（

。

　

次
に
売
込
商
の
史
料
か
ら
部
分
的
だ
が
洋
銀
相
場
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
文
久

元
酉
年
七
月
一
三
日
付
「
生
糸
売
込
書
上
（
穀
屋
清
左
衛
門
）」
と
「
覚
（
下
倉

屋
孫
七
、
生
糸
売
渡
）」
は
、
生
糸
売
上
高
を
記
録
し
た
も
の
だ
が
、
万
延
元
年

の
生
糸
量
と
価
格
換
算
が
あ
り
、
金
高
（
後
に
洋
銀
高
も
）
も
記
さ
れ
洋
銀
相
場

が
窺
え
る（

（7
（

。
算
出
例
は
情
報
も
多
い
穀
屋
の
万
延
元
年
四
月
一
〇
日
で
示
す
。

　
　

四
月
十
日

　
　
　

英
弐
番
ロ
レ
ロ

　
　

一
生
糸
弐
百
拾
斤　
　
　
　

但
し
百
斤
ニ
付
洋
四
百
廿
枚
替

　
　
　

代
洋
銀
八
百
八
拾
弐
枚

　
　
　

此
金
六
百
六
拾
壱
両
弐
分
也

　

生
糸
一
〇
斤
に
付
洋
銀
四
二
枚
の
た
め
、
二
一
倍
（
生
糸
二
一
〇
斤
）
で
代
洋
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銀
八
八
二
枚
に
な
る
。

　
　

八
八
二
（
洋
銀
高
）
×
四
五
匁
（
洋
銀
相
場
）
＝
三
九
貫
六
九
〇
匁

　
　

三
九
貫
六
九
〇
匁
÷
六
〇
匁
＝
六
六
一
・
五
（
六
六
一
両
二
分
）

　

こ
の
方
法
を
基
本
に
、
正
月
一
三
日
～
閏
三
月
一
八
日
の
括
弧
内
数
で
洋
銀
高

を
推
計
し
、
全
期
間
に
わ
た
る
洋
銀
相
場
を
表
２
に
示
し
た
（
公
定
金
相
場
は
一

両
＝
六
〇
匁
で
換
算
）。

　

史
料
上
要
修
正
の
六
月
一
四
日
の
二
つ
目
、
英
二
三
番
ハ
ウ
ラ
へ
売
込
は
一
〇

斤
ニ
付
洋
銀
三
六
枚
の
た
め
八
・
二
倍
（
生
糸
八
二
斤
）
す
る
と
代
洋
銀
二
九
五

枚
二
分
に
な
る
。

　
　

二
九
五
・
二
×
三
二
匁
（
洋
銀
相
場
）
＝
九
貫
四
四
六
・
四
匁

九
貫
四
四
六
・
四
匁
÷
六
〇
匁
＝
一
五
七
・
四
四
（
金
一
五
七
両
一
分
二
朱
と

端
数
〇
・
〇
六
五
）

表２　生糸売上から見た初期洋銀相場

注）洋銀の括弧内数・洋銀相場は筆者による算出。
＊）「覚（下倉屋孫七、生糸売渡）」（万延元申年〔神奈川県立公文書館所蔵　武

蔵国橘樹郡神奈川宿本陣石井家文書2199436380〕で、洋銀2,580枚と0.766
匁、金高1,535両2分・銀高3.34匁。 

出典：「生糸売込書上（穀屋清左衛門）」（文久元酉年７月13日〔神奈川県立
公文書館所蔵　武蔵国橘樹郡神奈川宿本陣石井家文書2199435272〕）
より作成。

金高 銀高 洋銀相場
  匁．  匁．両. 分. 朱枚．分

洋銀
安政７年
　　正月13日
　　正月13日
　　正月17日
万延元年
　　３月27日
　閏３月18日
　閏３月18日
　閏３月18日
　閏３月18日
　　４月９日
　　４月10日
　　５月26日
　　５月26日
　　６月14日
　　６月14日
　　７月28日
　　８月６日
　　８月25日
　　８月28日
　　10月５日
　　11月24日
　　＊12月１日
史料合計
計算合計

（　1,052.0）
（　　153.0）
（　　795.0）

（　3,036.0）
（　　130.0）
（　　548.0）
（　1,006.0）
（　1,067.0）

3,649.0　
882.0　

2,324.0　
2,829.0　
2,758.8　

295.2　
3,577.0　

875.0　
3,675.0　
8,148.0　
2,350.0　
1,680.0　

33,043.0　
（　40,830.0）

789. 0. 0
114. 3. 0
596. 1. 0

1,973. 0. 2
97. 2. 0

411. 0. 0
754. 2. 0
800. 1. 0

2,736. 3. 0
661. 2. 0

1,258. 3. 0
1,532. 1. 2
1,471. 1. 0

157. 1. 2
1,848. 0. 0

452. 1. 0
1,898. 3. 0
4,209. 3. 0
1,370. 0. 0

980. 0. 0

24,013. 0. 2
24,113. 0. 2

5.0

6.6
3.9
6.9
5.5

3.0
5.0

45.000
45.000
45.000

38.995
45.000
45.000
45.000
45.000
45.000
45.000
32.500
32.500
32.000
32.000
31.000
31.020
31.000
31.000
34.979
35.000
35.700
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端
数
〇
・
〇
六
五
×
六
〇
匁
＝
銀
三
・
九
匁

　

こ
の
た
め
史
料
中
は
「
此
金（

百
脱
ヵ
）五拾

七
両
壱
分
弐
朱
ト
」
で
あ
り
、
合
計
金
高
で

も
「
惣
〆
金
弐
万
四
千（

百
脱
ヵ
）拾三

両
弐
朱
ト
」
と
な
る
。
洋
銀
は
算
出
に
よ
る
括
弧
内

数
も
含
め
る
と
四
万
八
三
〇
枚
、
括
弧
内
数
洋
銀
高
を
除
い
て
も
三
万
三
〇
四
三

枚
と
な
る
。

　

表
２
の
洋
銀
相
場
で
は
当
該
月
日
の
相
場
の
計
算
を
試
み
た
が
、
五
月
二
六

日
～
一
二
月
一
日
の
洋
銀
相
場
が
平
均
三
二
・
六
〇
九
匁
に
な
る
。
次
に
五
月
が

三
二
・
五
匁
、
六
月
が
三
二
匁
、
七
月
が
三
一
匁
、
八
月
が
三
一
～
三
一
・
〇
二

匁
と
低
落
傾
向
だ
が
、
一
〇
～
一
一
月
が
三
四
・
九
七
九
～
三
五
匁
、
一
二
月
が

三
五
・
七
匁
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
洋
銀
相
場
も
具
体
化
し
て
お
ら
ず
、

安
政
一
分
銀
浮
説
一
条
も
含
ま
れ
る
期
間
（
五
月
二
六
日
〜
八
月
二
八
日
）
に
著

し
い
低
落
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
万
延
元
年
の
洋
銀
相
場
は
三
七
～
八
匁
と
あ
り
生
糸
の
「
輸
出
者
ハ

日
々
洋
銀
ヲ
肴
籠
又
ハ
袋
ニ
入
レ
馬
背
ニ
依
リ
テ
江
戸
ニ
輸
送
シ
一
分
銀
ト
交
換

セ
リ
」
の
様
子
か
ら（

（7
（

、
先
述
の
安
政
六
年
八
月
に
穀
屋
・
肥
前
屋
の
洋
銀
両
替
要

求
は
当
然
だ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

開
国
で
流
入
し
た
洋
銀
に
よ
り
日
本
の
計
数
金
銀
貨
は
二
年
間
に
、
金
貨
価
値

切
り
上
げ
（
増
歩
と
期
待
）
と
銀
貨
価
値
切
り
下
げ
（
忌
避
と
浮
説
）
で
騒
動
へ

と
発
展
し
、
貨
幣
国
定
学
説
上
で
も
、
貨
幣
の
本
質
的
機
能
上
で
も
試
練
に
さ
ら

さ
れ
一
般
的
受
領
性
さ
え
も
脅
か
さ
れ
た
特
異
稀
な
期
間
だ
っ
た
。

　

本
両
替
は
洋
銀
を
国
内
で
も
受
容
へ
の
試
み
と
し
て
南
鐐
二
朱
銀
の
先
例
か
ら

切
賃
授
受
も
提
唱
し
た
。
買
取
は
素
人
よ
り
両
替
商
が
切
賃
を
受
け
取
り
、
売
渡

は
両
替
商
が
素
人
へ
切
賃
を
支
払
い
、
南
鐐
二
朱
銀
の
先
例
で
は
南
鐐
二
朱
銀
の

切
賃
は
金
一
両
に
つ
き
買
取
〇
・
八
匁
・
売
渡
〇
・
四
匁
分
だ
っ
た
。
洋
銀
一
枚
の

切
賃
銀
高
は
、
安
政
六
年
八
月
二
日
触
書
段
階
は
買
取
三
匁
・
売
渡
一
匁
だ
っ
た

が
、
同
五
日
に
は
洋
銀
で
の
割
差
仕
様
と
切
賃
は
買
取
八
匁
・
売
渡
五
匁
と
見
込

ん
だ
。
同
二
四
日
の
銀
座
で
の
洋
銀
引
替
開
始
段
階
で
は
買
取
三
匁
・
売
渡
一
匁

で
変
更
な
か
っ
た
。
同
七
年
二
月
一
九
日
に
は
買
取
三
匁
・
売
渡
二
匁
で
売
渡
に

変
化
が
あ
っ
た
が
、
切
賃
銀
は
駆
引
き
に
よ
り
両
替
商
が
買
取
五
～
七
匁
・
売
渡

四
～
六
匁
を
許
容
範
囲
と
し
た
い
と
希
望
し
た
。
万
延
元
年
四
月
二
四
日
に
引
替

所
で
の
洋
銀
引
替
開
始
に
及
ん
で
、
洋
銀
引
替
料
そ
の
他
諸
雑
費
の
形
で
銀
〇
・

四
五
匁
を
引
替
人
よ
り
受
け
取
る
こ
と
で
一
応
の
決
着
を
見
た
。
次
に
本
稿
の
結

論
を
洋
銀
、
天
保
金
と
一
分
銀
の
視
点
で
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

洋
銀
の
受
容
は
国
内
で
の
強
い
忌
避
や
国
際
的
な
金
銀
比
価
調
整
が
急
務
な
た

め
、
受
容
の
た
め
の
時
間
が
無
い
こ
と
も
敗
因
だ
っ
た
。
国
内
で
の
洋
銀
通
用
の

試
み
は
結
果
と
し
て
失
敗
し
た
が
、
洋
銀
を
め
ぐ
る
幕
府
と
外
国
側
と
の
応
酬
の

下
で
、本
両
替
は
洋
銀
通
用
の
た
め
試
み
と
提
案
を
主
に
三
点
に
わ
た
り
行
っ
た
。

試
み
に
は
、
①
本
両
替
は
先
例
に
あ
げ
た
南
鐐
二
朱
銀
の
際
の
切
賃
授
受
の
導
入

を
提
唱
し
た
も
の
の
、
銀
座
で
の
洋
銀
両
替
か
ら
引
替
所
で
の
洋
銀
引
替
へ
移
行

し
た
万
延
元
年
四
月
二
四
日
に
洋
銀
引
替
料
そ
の
他
諸
雑
費
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
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試
み
は
終
る
。②
安
政
六
年
八
月
九
日
に
は
両
替
商
へ
の
洋
銀
集
中
を
防
止
さ
せ
、

洋
銀
に
一
般
的
受
容
性
を
持
た
せ
る
べ
く
本
両
替
は
七
匁
以
上
の
洋
銀
に
極
印
を

打
つ
こ
と
を
銀
座
へ
提
案
し
て
お
り
、
同
七
年
二
月
一
三
日
に
そ
の
見
本
も
交
付

さ
れ
、
引
替
所
で
の
洋
銀
引
替
に
至
る
が
、
五
月
一
三
日
の
洋
銀
の
時
相
場
取
引

へ
の
移
行
で
失
敗
し
た
。
③
本
両
替
は
洋
銀
を
大
名
家
江
戸
屋
敷
や
町
方
へ
渡
す

為
替
金
に
混
ぜ
る
が
迷
惑
が
ら
れ
受
取
を
拒
ま
れ
た
。
一
例
に
阿
州
徳
島
藩
が
大

坂
三
井
組
へ
依
頼
し
た
天
保
金
江
戸
差
し
下
し
で
、
天
保
金
代
り
金
を
江
戸
で
渡

す
案
が
出
た
際
に
為
替
金
に
洋
銀
を
混
ぜ
る
試
み
が
見
え
る（

（7
（

。
為
替
金
の
中
に
洋

銀
を
含
ま
せ
て
い
く
試
み
は
、
洋
銀
を
支
配
者
層
に
も
受
容
さ
せ
て
い
く
試
み
と

捉
え
ら
れ
る
が
失
敗
し
た
。

　

国
内
で
の
天
保
金
は
、
安
政
六
年
五
月
に
増
歩
さ
れ
引
替
対
象
に
な
っ
た
が
、

同
七
年
正
月
に
増
歩
通
用
に
さ
れ
た
こ
と
で
引
替
対
象
で
あ
り
つ
つ
通
用
金
へ
と

引
き
戻
さ
れ
、
且
つ
江
戸
を
中
心
に
引
替
開
始
期
待
の
熱
が
高
ま
る
。
万
延
元
年

四
～
一
〇
月
に
は
江
戸
金
融
街
で
天
保
金
の
引
替
騒
動
と
な
り
、
そ
の
中
で
五
月

に
洋
銀
は
時
相
場
取
引
へ
と
移
行
し
、
七
月
に
安
政
一
分
銀
が
二
朱
通
用
に
な
る

浮
説
が
巻
き
起
こ
り
安
政
一
分
銀
の
他
計
数
金
銀
貨
へ
の
両
替
騒
動
も
重
な
っ
て

い
っ
た
。
天
保
金
の
引
替
熱
は
新
た
な
増
歩
期
待
も
あ
っ
て
そ
の
後
も
続
く
が
、

そ
れ
に
対
し
て
安
政
一
分
銀
浮
説
一
条
が
三
日
で
ほ
ぼ
終
息
し
た
の
は
、
持
主
は

通
用
価
値
で
の
資
産
保
持
が
目
的
で
あ
り
、
幕
府
が
絶
対
的
な
通
用
価
値
保
障
を

宣
言
す
れ
ば
終
息
し
易
い
性
格
の
も
の
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

江
戸
で
の
天
保
金
引
替
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
次
に
大
坂
・
京
都
を
中
心
に
西

日
本
で
も
引
替
期
待
が
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

注（
１
）
小
野
一
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪
（
一
～
三
・

完
）」『
経
済
論
叢
』
八
一
巻
三
～
六
号
、京
都
大
学
、一
九
五
八
年
（
同
『
小
野
一
一

郎
先
生
著
作
集
第
一
巻　

近
代
日
本
幣
制
と
東
ア
ジ
ア
銀
貨
圏
―
円
と
メ
キ
シ
コ
ド

ル
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
以
下
『
小
野
一
一
郎
先
生
著
作
集
（
一

巻
）』
と
記
す
）。
洞
富
雄
「
幕
末
洋
銀
相
場
」「
メ
キ
シ
コ
＝
ド
ル
に
つ
い
て
」
同
『
幕

末
維
新
期
の
外
圧
と
抵
抗
』
校
倉
書
房
、
一
九
七
七
年
。
山
本
有
造
「
横
浜
洋
銀
相

場
の
生
成
と
消
滅
」
同
『
両
か
ら
円
へ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
。

（
２
）
山
口
茂
『
国
際
金
融
』
春
秋
社
、一
九
五
七
年
、一
九
一
～
一
九
三
頁
、一
九
九
頁
。

（
３
）
髙
橋
秀
悦
『
幕
末
の
金
貨
流
出
と
横
浜
洋
銀
相
場
』
日
本
評
論
社
、二
〇
一
八
年
、

三
一
～
三
三
頁
。

（
４
）
石
井
孝
「
洋
銀
通
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
同
『
幕
末
開
港
期
経
済
史
研
究
』
有
隣

堂
、
一
九
八
七
年
。
三
上
隆
三
「
外
国
貨
幣
と
の
交
渉
」
同
『
円
の
誕
生
』
東
洋
経

済
新
報
社
、
一
九
八
九
年
。

（
５
）
田
谷
博
吉
「
近
世
末
期
の
銀
座
」（
同
『
近
世
銀
座
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
三
年
）。
田
谷
博
吉
「
洋
銀
の
流
入
と
洋
銀
交
換
―
江
戸
幕
府
最
後
の
通
貨

問
題
―
」『
甲
南
経
済
学
論
集
』
一
四
巻
一
号
、
一
九
七
三
年
、
五
七
頁
。

（
６
）
兵
頭
徹
「
洋
銀
引
替
と
長
崎
奉
行
岡
部
長
常
―
『
貨
幣
事
件
』
を
中
心
と
し
て
―
」

『
東
洋
研
究
』
一
四
九
号
、
大
東
文
化
大
学
、
二
〇
〇
三
年
。
同
「
洋
銀
引
替
継
続

と
長
崎
奉
行
」『
同
上
』
一
五
四
号
、
二
〇
〇
四
年
。
木
村
晴
寿
「
横
浜
に
お
け
る

洋
銀
の
市
場
取
引
方
法
―
明
治
前
期
田
中
平
八
の
洋
銀
取
引
―
」『
松
商
探
題
論
叢
』

四
七
号
、
松
商
学
園
短
期
大
学
、
一
九
九
九
年
。
同
「
明
治
初
年
横
浜
に
お
け
る
洋

銀
先
物
経
営
―
田
中
平
八
の
洋
銀
定
期
売
買
―
」『
同
上
』
四
九
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
７
）
三
井
高
維
『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵（
巻
一　

資
料
篇
）』
岩
波
書
店
、
一
九
三
三

年
（
以
下
『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
と
記
す
）。

（
８
）「
播
磨
屋
中
井
両
替
店
記
録
目
録
」『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録（
三
集
）』一
九
五
四
年
、

五
二
頁
。

（
９
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
六
九
七
〜
七
〇
九
頁
。
日
本
銀
行
編
『
図
録

日
本
の
貨
幣
４
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三
年
、
二
四
五
〜
二
四
六
頁
。



140

（
10
）「
諸
事
控
」（
三
四
番
、
江
戸
本
両
替
）（
安
政
六
年
～
万
延
元
年
〔
三
井
文
庫
所

蔵　

本
三
七
二
〕）。「
改
五
拾
八
番
日
記
」（
安
政
六
年
〔
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵　

播
磨
屋
中
井
両
替
店
記
録
：
二
六
Ｕ
―
四
八
〕）。「
改
五
拾
九
番
日
記
」（
安
政
七
年〔
同

館
所
蔵　

同
記
録
：
二
六
Ｕ
―
四
九
〕）。「
両
替
方
九
番
日
記
」（
安
政
七
年
～
明
治

三
年
〔
同
館
所
蔵　

同
記
録
：
二
六
Ｕ
―
五
〇
〕）。
一
部
だ
が
「
改
六
拾
番
日
記
」（
万

延
二
年
〔
同
館
所
蔵　

同
記
録
：
二
六
Ｕ
―
五
一
〕）
も
用
い
た
。

（
11
）「
改
五
拾
八
番
日
記
」
の
最
後
記
載
。

（
12
）
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
岩
波
書
店
、一
九
九
三
年
、

四
七
四
頁
（
以
下
『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
と
記
す
）。

（
13
）「
改
五
拾
八
番
日
記
」、（
11
）
と
同
史
料
中
。

（
14
）『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
四
七
六
頁
。

（
15
）
池
田
播
磨
守
頼
方
、
安
政
五
年
一
〇
月
九
日
～
文
久
元
年
五
月
二
六
日
（『
柳
営

補
任
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
～
一
九
七
〇
年
）。

（
16
）
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
天
明
集
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
、

八
二
一
〜
八
二
二
頁
と
同
史
料
。

（
17
）「
改
五
拾
八
番
日
記
」、（
11
）
と
同
史
料
中
。

（
18
）
肥
前
屋
小
助
（
陶
器
、
肥
前
佐
賀
瀬
戸
物
商
人
）・
穀
屋
清
左
衛
門
（
日
野
生
糸
・

上
州
産
物
・
桐
生
織
物
、
上
州
吉
井
）
は
本
町
四
丁
目
（
南
側
）。
肥
前
屋
は
神
奈

川
奉
行
の
許
可
を
と
り
ド
ル
屋
つ
ま
り
両
替
商
を
兼
業
し
、
文
久
二
年
序
「
珍
事

五
ヶ
国
横
浜
は
な
し
」
に
「
金
銀
町
両
替　

肥
前
屋
小
助
」
が
見
え
る
（
洞
富
雄
『
幕

末
維
新
期
の
外
圧
と
抵
抗
』
校
倉
書
房
、
一
九
七
七
年
、
一
七
〇
頁
。「
安
政
六
年

現
在
横
浜
町
居
住
商
人
配
置
図
」（『
横
浜
市
史
（
二
巻
）』
横
浜
市
、
一
九
五
九
年
。

佐
佐
木
杜
太
郎
『
開
国
の
先
覚
者
中
居
屋
重
兵
衛
』
新
人
物
往
来
社
、一
九
七
二
年
、

一
一
七
～
一
一
八
頁
。）。
こ
れ
ら
売
込
商
は
開
港
当
初
、
藩
専
売
制
と
深
い
関
係
が

指
摘
さ
れ
る
（
西
川
武
臣
「
開
港
直
後
の
横
浜
生
糸
売
込
商
―
藩
専
売
と
の
か
か
わ

り
を
中
心
に
―
」『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』九
号
、一
九
九
一
年
、三
〇
～
四
三
頁
。）。

（
19
）『
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
七
』
七
九
～
八
〇
頁
。

（
20
）「
諸
事
控
」。『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
四
七
八
頁
。

（
21
）「
改
五
拾
八
番
日
記
」
本
文
九
月
六
日
条
、（
11
）
と
同
史
料
中
。

（
22
）
新
古
二
朱
銀
つ
ま
り
南
鐐
二
朱
銀
と
文
政
南
鐐
二
朱
銀
、及
び
文
政
南
鐐
一
朱
銀
。

（
23
）「
京
都
書
状
控
」（
安
政
七
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
三
四
九
〕）。

（
24
）「
江
戸
書
状
控
」（
万
延
元
年
～
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
三
五
一
〕）。

（
25
）「
金
銀
引
替
御
用
留
五
番
」（
万
延
二
年
～
慶
応
三
年
〔
住
友
史
料
館
所
蔵　

二
三

―
一
―
四
〕）。

（
26
）「
古
金
銀
引
替
御
用
掛
屋
月
番
ゟ
之
請
取
書
（
加
島
屋
作
兵
衛
宛
）」（
万
延
元

年
～
慶
応
元
年
〔
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵　

加
島
屋
長
田
家
文
書
：
二
六
Ｌ
―

二
〇
八
七
〕）。

（
27
）「
京
都
書
状
控
」（
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
三
五
〇
〕）。「
新
古
二
朱
判

出
入
帳
并
天
保
九
戌
年
ゟ
壱
分
銀
共
」（
文
政
七
年
～
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
九
五
七
〕）。

（
28
）「
諸
事
控
」。「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
29
）
馬
込
勘
解
由
。
大
伝
馬
町
二
丁
目
の
他
に
同
一
丁
目
、
大
伝
馬
塩
町
、
通
旅
籠
町
、

堀
留
町
二
丁
目
、
伊
勢
町
を
支
配
す
る
名
主
で
、
家
康
に
従
っ
て
移
住
し
て
き
た
草

分
名
主
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
宇
都
宮
藩
戸
田
家
、
奥
殿
藩
松
平
家
、
新
吉
原
住
民
、

高
井
縫
之
助
な
ど
へ
金
融
活
動
も
見
ら
れ
た
（
高
山
慶
子
「
江
戸
町
名
主
の
金
融
―

大
伝
馬
町
名
主
馬
込
勘
解
由
を
事
例
と
し
て
―
」『
史
学
』
七
七
巻
二
・
三
号
、
三
田

史
学
会
、
二
〇
〇
八
年
、
六
七
～
八
六
頁
）。

（
30
）
石
谷
因
幡
守
穆
清
、安
政
五
年
五
月
二
四
日
～
文
久
二
年
六
月
五
日
（『
柳
営
補
任
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
～
一
九
七
〇
年
）。

（
31
）『
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
二
』
四
〇
八
頁
。

（
32
）
江
戸
の
町
年
寄
三
家
の
一
つ
で
、
代
々
藤
左
衛
門
を
襲
名
。
日
本
橋
本
町
二
丁
目

に
居
宅
、
他
四
ヶ
所
の
地
を
拝
領
し
た
。
町
年
寄
の
ほ
か
東
三
三
ヶ
国
の
枡
座
の
特

権
を
持
ち
枡
改
め
も
行
う
。
こ
の
時
は
一
四
代
樽
屋
藤
左
衛
門
忠
温
（
次
を
参
照
。

吉
原
健
一
郎
『
江
戸
の
町
役
人
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
一
五
四
〜
一
五
五

頁
。『
国
史
大
辞
典
』（
九
巻
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。）。

（
33
）『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
四
八
二
頁
。

（
34
）〜（
35
）「
諸
事
控
」。「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
36
）「
諸
事
控
」。「
両
替
方
九
番
日
記
」。『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
に
は
本
両
替
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屋
と
座
方
付
両
替
屋
で
の
洋
銀
引
替
開
始
の
触
書
は
無
い
。

（
37
）「
諸
事
控
」
で
は
脱
落
し
て
い
る
。

（
38
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
六
九
九
～
七
〇
二
頁
。

（
39
）『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
四
八
三
頁
。

（
40
）〜（
41
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
六
九
九
頁
。

（
42
）「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
43
）「
京
江
戸
別
通
控
」（
安
政
六
年
～
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
三
四
八
乙
〕）。

（
44
）「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
45
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
六
九
九
～
七
〇
〇
頁
。

（
46
）
金
一
朱
を
銀
三
・
七
五
匁
で
計
算
す
る
と
二
朱
弱
～
二
朱
で
売
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
47
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
七
〇
一
頁
。

（
48
）〜（
49
）「
京
江
戸
別
通
控
」（
安
政
六
年
～
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別

三
四
八
乙
〕）。

（
50
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
七
〇
〇
頁
。

（
51
）「
諸
事
控
」。「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
52
）『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
七
〇
六
～
七
〇
九
頁
。「
改
六
拾
番
日
記
」。

（
53
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」
の
最
後
記
載
。

（
54
）「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
55
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」、（
53
）
と
同
史
料
中
。

（
56
）「
諸
事
控
」。『
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）』
四
八
四
頁
。

（
57
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」、（
53
）
と
同
史
料
中
。

（
58
）「
諸
事
控
」。「
両
替
方
九
番
日
記
」で
は「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」と
題
し
て
い
る
。

（
59
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」、（
53
）
と
同
史
料
中
。

（
60
）「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
61
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」、（
53
）
と
同
史
料
中
。

（
62
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」「
諸
事
控
」「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
63
）「
諸
事
控
」
で
は
二
分
判
と
記
し
て
い
る
が
、
二
〇
日
に
再
び
二
分
判
六
〇
〇
両

も
あ
り
、
誤
記
と
見
た
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。

（
64
）「
両
替
方
九
番
日
記
」。

（
65
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」、（
53
）
と
同
史
料
中
。

（
66
）「
留
帳
」（
嘉
永
三
年
～
文
久
三
年
〔
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵　

佐
古

慶
三
教
授
収
集
文
書
：
近
江
屋
Ｆ
一
一
―
一
七
〕）。

（
67
）「
京
江
戸
別
通
控
」（
安
政
六
年
～
文
久
元
年
〔
三
井
文
庫
所
蔵　

別
三
四
八
乙
〕）。

（
68
）
喜
田
川
守
貞
『
近
世
風
俗
志
（
守
貞
漫
稿
一
）』（
岩
波
文
庫
）
一
九
九
六
年
、

三
六
四
頁
。
田
谷
博
吉「
洋
銀
流
入
と
洋
銀
交
換
―
江
戸
幕
府
最
後
の
通
貨
問
題
―
」

『
甲
南
経
済
学
論
集
』
一
四
巻
一
号
、
一
九
七
三
年
、
六
〇
～
六
一
頁
。

（
69
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」。
尚
、「
両
替
方
九
番
日
記
」
に
は
九
月
二
日
夕
に
、
会
所

三
二
・
四
匁
、両
替
町
組
三
三
・
一
匁
、神
田
組
三
三
・
〇
五
匁
、京
橋
組
三
二
・
七
一
匁
、

芝
組
三
二
・
八
二
匁
、
平
均
三
二
・
八
匁
（
計
算
数
値
三
二
・
八
一
六
匁
）
に
な
る
が
、

本
郷
組
三
〇
・
五
五
匁
は
平
均
か
ら
除
外
。

（
70
）「
改
五
拾
九
番
日
記
」。『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
（
巻
一
）』
七
〇
二
～
七
〇
三
頁
。

（
71
）『
小
野
一
一
郎
先
生
著
作
集
（
一
巻
）』
三
六
頁
・
五
七
頁
。
洞
富
雄
『
幕
末
維
新

期
の
外
圧
と
抵
抗
』
校
倉
書
房
、
一
九
七
七
年
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
。

（
72
）「
生
糸
売
込
書
上
（
穀
屋
清
左
衛
門
）」（
文
久
元
年
〔
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所

蔵　

武
蔵
国
橘
樹
郡
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
二
一
九
九
四
三
五
二
七
二
〕）。

「
覚
（
下
倉
屋
孫
七
、
生
糸
売
渡
）」（
申
一
二
月
一
日
〔
同
館
所
蔵　

同
文
書

二
一
九
九
四
三
六
三
八
〇
〕）
は
相
場
が
六
〇
匁
前
後
を
変
動
し
て
い
る
明
治
五
申

年
を
推
定
し
て
い
る
が
、
相
場
が
三
五
匁
台
と
低
く
金
高
は
両
分
・
銀
高
は
匁
分
厘

の
単
位
の
た
め
万
延
元
申
年
と
筆
者
は
推
定
す
る
。

（
73
）「〔
資
料
〕
横
浜
開
港
当
時
之
貿
易
状
態
並
洋
銀
相
場
取
引
之
沿
革
」『
経
済
と
貿
易
』

一
〇
一
号
、
横
浜
市
立
大
学
、
一
九
七
〇
年
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。

（
74
）
拙
稿
「
三
井
組
の
天
保
金
差
し
下
し
︱
安
政
六
年
と
安
政
七
年
の
増
歩
の
間
で
︱
」

『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
一
八
年
。




